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選ばれる都市くまもとに向けて
　

熊本市長 ● 幸山政史

　

熊
本
市
は
、
人
口
73
万
人
を
擁
し
、
熊
本
城
に
代
表
さ
れ
る
伝

統
あ
る
歴
史
・
文
化
や
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
都
市
機

能
を
併
せ
持
つ
、
九
州
中
央
の
交
流
拠
点
都
市
で
す
。

　

昨
年
３
月
に
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
、
さ
ら
に
、
本
年
４

月
１
日
に
は
政
令
指
定
都
市
へ
と
移
行
す
る
な
ど
、
本
市
は
今
、

ま
さ
に
歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
好
機
に
更
な
る

飛
躍
を
遂
げ
る
べ
く
、
昨
年
２
月
に
策
定
し
た
「
挑
戦
元
年
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
も
と
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
発
展

し
続
け
る
た
め
の
事
業
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
具
体
化
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
３
つ
の
「
再
デ
ザ
イ
ン
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
市
役
所
の
再
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。

　

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
を
契
機
に
設
置
さ
れ
る
区
役
所
を
は

じ
め
と
す
る
組
織
の
再
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
特
色
を
更
に
引
き
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
出
額

を
誇
る
農
水
産
業
に
お
い
て
、
食
品
加
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
商

工
業
と
の
連
携
強
化
を
図
る
な
ど
、
都
市
戦
略
力
の
向
上
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
誰
も
が
気
軽
に
公
共
交
通
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
「
交
通
体
系
の
再
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。

　

駅
・
港
・
空
港
と
い
っ
た
広
域
交
通
拠
点
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化

や
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
、
さ
ら
に
は
、
既
存

の
バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
加
え
て
、
区
バ
ス
や
住
民
バ
ス
・
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
多
様
な
交
通
手
段
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
九
州
各
都
市
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
つ
目
は
「
中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
の
は
じ
め
、
民
間
主
導
で
計
画

さ
れ
て
い
る
花
畑
・
桜
町
地
区
再
開
発
の
支
援
、
両
地
区
に
狭
ま

れ
た
道
路
の
完
全
歩
行
者
空
間
化
、
熊
本
の
陸
の
玄
関
口
で
あ
る

熊
本
駅
と
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
地
域
で
の
城
下
町
の
風
情
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
人
々
が
楽
し
め
る
機
能
が
集
積
し
た
交
流
空

間
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み

や
、
地
域
経
済
の
活
力
の
源
と
な
る
中
小
企
業
の
振
興
、
熊
本
の

文
化
芸
術
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の

両
面
か
ら
、
都
市
機
能
の
充
実
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
以
来
、
関
西
方
面
を
中

心
に
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
多
く
の
方
々
に
ご
来
熊
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
新
た
に
拡
充
さ
れ
る
権
限
と
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
熊
本
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
内
外
に

お
け
る
本
市
の
拠
点
性
を
よ
り
一

層
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、
指
定
都
市
移
行
を
契
機
と

し
て
、
九
州
全
体
の
発
展
に
「
貢

献
で
き
る
都
市
」、
全
国
か
ら
東

ア
ジ
ア
か
ら
「
選
ば
れ
る
都
市
」、

そ
し
て
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
「
日
本
一
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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季節の花々が美しい町内の風景
 ● 北海道標津町（p8-9）

特産物手づくり加工センター「トワ・ヴェール」周辺
の牧歌的風景
 ● 北海道黒松内町（p10-11）

肴沢上空からの遠景
 ● 秋田県東成瀬村（p12-13）

赤城山の麓に広がる河岸段丘
 ● 群馬県昭和村（p14-15）

御嶽山をバックに戯れる木曽馬
 ● 長野県木曽町（p16-17）

農山集落と山並みが調和した景観
 ● 長野県高山村（p18-19）
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新緑の中で行われる茶摘みの様子
 ● 岐阜県東白川村（p20-21）

ススキで覆われた曽爾高原、３月中頃には山焼きが
 ● 奈良県曽爾村（p22-23）

ブランド米の生産地である「棚田」は観光拠点にも
 ● 高知県本山町（p24-25）

緑豊かな雄大な山々に囲まれて集落が広がる
 ● 大分県由布市（p26-27）

上空から見た多良間島と一周道路
 ● 沖縄県多良間村（p30-31）

霧島山「高千穂峰」と御池
 ● 宮崎県高原町（p28-29）

002-003　グラビア.indd   3002-003　グラビア.indd   3 2012/03/07   14:26:282012/03/07   14:26:28



美
し
い
村
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携

　

２
０
１
０
年
９
月
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
ジ
ェ
ネ
ー
ズ
イ

オ
村
で
催
さ
れ
た
《
第
１
回
「
世
界
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》
を
舞
台
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ

タ
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
・
カ
ナ
ダ
と
並
ん
で
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
は
、
世
界
連
合
会
へ
の
正
式
加
盟
が
承

認
さ
れ
た
（
写
真
１
：
調
印
式
典
）。
日
本
か
ら
、
浜
田

哲
美
瑛
町
長
（
連
合
会
長
）・
松
尾
雅
彦
元
カ
ル
ビ
ー
社

長
（
同
副
会
長
）
以
下
、
自
治
体
首
長
や
サ
ポ
ー
タ
企
業

ト
ッ
プ
を
は
じ
め
教
授
・
学
識
経
験
者
や
大
鹿
村
歌
舞
伎

の
演
者
た
ち
も
祝
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

　

１
９
８
２
年
に
創
設
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し

い
村
連
合
」（
加
盟
数
１
５
２
村
）
の
成
果
に
倣
っ
て
、

94
年
「
ワ
ロ
ー
ニ
ア
地
方
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」（
ベ

ル
ギ
ー
24
村
）、
97
年
「
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
最
も
美
し
い
村

連
合
」（
カ
ナ
ダ
32
村
）、
２
０
０
１
年
「
イ
タ
リ
ア
で
最

も
美
し
い
村
連
合
」（
約
１
６
０
村
）、
２
０
０
５
年
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」（
44
町
村
・
地
域
）
と
連
合

が
設
立
さ
れ
、
併
せ
て
国
境
を
越
え
た
連
携
の
輪
が
拡

が
っ
て
き
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ド
イ
ツ
、ロ
シ
ア
、ル
ー

マ
ニ
ア
や
東
欧
諸
国
の
他
に
、
ア
ジ
ア
の
韓
国
、
台
湾
な

ど
で
設
立
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

国
に
よ
っ
て
、
加
盟
村
の
人
口
規
模
は
２
０
０
０
人
以

下
な
ど
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
存
続
の
危
機
を
迎
え
た
小
さ
な

村
が
国
民
の
「
愛
郷
心
」
に
訴
え
て
地
域
資
源
を
磨
き
、

そ
の
景
観
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
に
惹
か
れ
る
来
訪

者
・
移
住
者
と
協
働
し
て
、
自
然
に
活
か
さ
れ
る
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
フ
や
伝
承
あ
る
暮
ら
し
を
守
り
な
が
ら
、
現
代
的

な
地
域
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
の

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

レ
ー
ズ
州
コ
ロ
ン
ジ
ュ
・
ラ
・
ル
ー
ジ
ュ
の
村
長
で
あ

る
シ
ャ
ル
ル
・
セ
イ
ラ
ッ
ク
氏
は
、
自
分
達
の
村
が
過
疎

化
し
て
い
る
た
め
に
無
秩
序
な
開
発
か
ら
免
れ
て
お
り
、

そ
の
伝
承
に
よ
る
資
源
価
値
を
磨
け
ば
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

を
興
せ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

観
光
業
界
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
村
の
発
展
や
改
善
を

支
援
し
、
組
織
的
な
情
報
発
信
を
す
る
た
め
に
、
彼
は
そ

れ
ら
の
村
を
「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」(L' 

A
ssociation Les Plus Beaux V

illages de France)

と
し
て
、
連
携
事
業
を
興
そ
う
と
決
心
し
た
。
彼
は
自
家

用
車
で
全
国
を
回
り
、
献
身
的
に
、
22
の
村
を
組
織
し
た
。

30
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
自
然
村
）
は
存
続
自
体
が
困
難

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
村
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
磨
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
策
に
共

感
の
輪
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
住
民
自
ら
が
足
元
の
伝
承

文
化
や
自
然
資
源
の
価
値
に
気
づ
き
、
そ
の
誇
り
を
「
最

も
美
し
い
」
と
の
名
乗
り
で
表
現
し
、
愛
郷
心
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
事
業
は
発
展
し
、
将
来
的

に
は
２
４
０
に
ま
で
加
盟
村
を
増
や
す
予
定
で
あ
る
。
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住
民
が
２
０
０
０
人
以
下
あ
る
こ
と
を
基
礎
条
件
に
、

加
入
資
格
の
基
準
は
厳
格
で
、
27
の
項
目
か
ら
成
る
。
そ

の
い
く
つ
か
を
挙
げ
れ
ば
、
価
値
あ
る
景
観
や
遺
産
な
ど

複
数
の
資
源
が
あ
る
こ
と
、
建
造
物
や
集
落
に
秩
序
が
あ

り
、
景
観
や
環
境
へ
の
公
的
規
制
が
あ
る
こ
と
、
地
元
の

行
政
か
ら
商
店
主
、
住
民
ま
で
村
を
す
ば
ら
し
い
も
の
に

し
た
い
と
い
う
共
通
の
意
思
＝
愛
郷
心
を
有
し
て
い
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

登
録
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、連
合
の
「
質
に
関
す
る
認
証
書
」

に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。連
合
は
自
治
組
織
で
あ
り
、

基
準
厳
守
を
加
盟
村
に
要
請
し
、
専
門
家
や
幹
部
村
長
達

が
改
善
を
勧
告
し
開
発
指
導
を
行
う
。
５
年
に
一
度
、
そ

れ
ぞ
れ
の
村
が
加
盟
時
の
価
値
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

る
か
ど
う
か
、
指
標
ご
と
に
客
観
評
価
を
行
い
、
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
加
盟
を
無
効
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
自
律
的
な
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
連
携
事
業
は
、
多

様
な
企
業
か
ら
の
支
援
を
誘
発
し
た
。フ
ラ
ン
ス
電
力
は
、

電
線
の
地
下
埋
設
や
景
観
を
損
な
わ
な
い
偽
木
電
柱
の
開

発
に
協
力
し
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
は
大
判
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
国
際
的
認
証
機
関
で
も
あ
る
ミ
シ
ェ
ラ

ン
社
が
、「
美
し
い
村
マ
ッ
プ
」
を
大
量
に
配
布
し
ブ
ラ

ン
ド
価
値
の
評
価
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。

　

連
合
の
認
証
評
価
が
社
会
的
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
加
盟
村
に
は
三
ツ
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
、
世

界
的
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
等
が
進
出
し
、
質
の

高
い
ツ
ー
リ
ス
ト
の
入
り
込
み
増
と
共
に
、
近
年
で
は
世

界
中
か
ら
の
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
ツ
ー
リ
ス
ト
や
移
住
者
が

激
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
と
し
て“Com

e T
o France Com

e T
o Paris

“
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
が
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
で
の
海
外
旅
行
者
の
招
致
を
許
さ
れ
た
の
は
、
パ
リ

市
と
連
合
加
盟
村
の
み
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
村
に
瀟
洒
な
不
動
産
屋
が
立
地
し
、
パ
リ
よ
り

も
高
価
な
不
動
産
物
件
が
、
店
頭
写
真
で
世
界
中
の
田
舎

暮
ら
し
希
望
者
の
購
入
意
欲
を
そ
そ
っ
て
い
る
（
写
真

２
：
店
頭
で
の
物
件
紹
介
）。
価
格
急
上
昇
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
増
額
や
家
賃
の
高
騰
が
社
会
問
題
化
す
る
ほ
ど

で
あ
る
。

　

移
住
し
た
英
国
人
ピ
ー
タ
ー
・
メ
イ
ル
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
、
人
間
臭
い
田
舎
暮
ら
し
人
気
を
高
め
た
。
ツ
ー

リ
ス
ト
や
移
住
者
の
激
増
は
様
々
な
職
種
の
な
り
わ
い
や

産
業
を
地
域
で
産
み
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
バ
ン

ス
に
位
置
す
る
、
ソ
ル
グ
と
い
う
人
口
４
０
０
人
の
水
郷

の
村
に
は
、
何
と
５
０
０
軒
も
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
店
（
写

真
３
：
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
が
立
地
し
、
週
末
に

は
数
百
も
の
露
天
出
店
が
並
び
、
数
万
人
の
観
光
入
込
客

2012・4月号5
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を
数
え
、
そ
の
賑
わ
い
に
は
驚
ろ
か
さ
れ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
中
で
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
Ｂ
＆
Ｂ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
特
産
品
開
発
な
ど
の

各
種
各
様
な
な
り
わ
い
が
興
っ
て
い
る
。
何
故
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
か
と
い
え
ば
、
古
家
再
生
で
億
円
単
位
の
民
家

を
購
入
す
る
移
住
者
た
ち
が
、
家
具
や
什
器
を
そ
ろ
え
よ

う
と
す
る
需
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
、
厳
し
い
都
市
計
画
で
縛
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
周
辺
地
域
で
は
、
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち
が
田
園

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
享
受
し
、
そ
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
も
、
村
の
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
。
都
市
市
民
か
ら
選
好
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ー
ン

は
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
的
に
繁
栄
し
て
い
る
。

ネ
オ
・
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
と

ア
メ
ニ
テ
ィ
・
ム
ー
バ
ー

　

欧
米
諸
国
で
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
、
田
舎
暮
ら
し

ブ
ー
ム
が
始
ま
り
、
高
速
情
報
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

整
備
さ
れ
た
90
年
代
に
は
、
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
田
園
移
住
が
一
般
化
し
て
き
た
。

　
「
伝
承
な
き
生
活　

そ
れ
は
人
生
の
廃
墟
だ
」（
バ
ラ

ニ
ャ
ッ
ク
）
と
感
じ
、
田
園
で
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
を
実
現

し
た
い
と
望
む
都
市
生
活
者
の
心
に
響
く
、ア
メ
ニ
テ
ィ
・

リ
ッ
チ
な
魅
惑
の
生
活
空
間
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
高
く
、
国

内
外
か
ら
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
ム
ー
バ
ー
が
殺
到
し
て
い
る
。

い
の
ち
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
現
に
関
わ
る
、
健
康

や
美
・
伝
承
文
化
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ

等
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
産
業
が
、
地
元
住
民
と
の
協

働
で
創
造
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
や
リ
ゾ
ー
ト
で
は
な
い
、
暮
ら
し
と

い
の
ち
を
輝
か
す
次
世
代
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
田
園
を

舞
台
に
、
21
世
紀
の
ラ
イ
フ
ウ
エ
ア
産
業
（
注
１
）
勃
興

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

村
は
、
単
に
食
料
や
木
材
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
産

み
出
す
一
次
産
業
の
場
で
は
な
く
、
景
観
や
環
境
や
伝
承

文
化
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
、
村
人
と
都
市
生
活
者
と

が
共
有
す
る
資
源
価
値
と
し
て
活
か
し
て
、
い
の
ち
豊
か

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
産
業
の
孵
化
場
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
90
年
代
に
２
２
０
万

人
が
都
市
か
ら
田
舎
に
移
住
し
て
い
る
。
移
住
先
は
カ
ナ

ダ
の
南
方
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
西
に
位
置
す
る
マ
ウ
ン
テ

ン
ウ
エ
ス
ト
８
州
が
中
心
で
あ
る
。

　

大
自
然
の
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
選
好

さ
れ
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
リ
ッ
チ
な
田
舎
へ
、
当
初
は
社
会

的
成
功
者
や
金
持
ち
の
引
退
者
が
、続
い
て
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

ム
ー
バ
ー
と
称
さ
れ
る
高
学
歴
・
高
能
力
の
若
者
が
移
住

し
、
現
代
的
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
産
業
を
起
業
し
て
い
る
。

　

19
世
紀
末
に
見
ら
れ
た
、
ラ
ス
キ
ン
や
モ
リ
ス
ら
の
知

識
人
の
「
田
舎
好
み
」（
オ
ー
ル
ド
・
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
）

と
区
別
さ
れ
る
、
な
り
わ
い
興
し
に
根
を
も
っ
て
い
る

「
ガ
ー
デ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
選
好
」（
ネ
オ
・
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
）

が
21
世
紀
の
特
質
と
言
え
よ
う
。

　

英
国
で
は
レ
ー
ク
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
や
コ
ッ
ツ
ヲ
ル

ド
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
プ
ロ
バ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
で
は
ト
ス

カ
ー
ナ
、
ド
イ
ツ
で
は
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
ス
コ
ー
ネ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ウ
エ

ス
ト
な
ど
の
地
域
で
顕
著
だ
。

日
本
で
も
土
地
に
根
差
し
た

「
な
り
わ
い
興
し
」
を
や
ろ
う

　

日
本
で
も
始
ま
っ
た
、
草
の
根
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
、
加
盟
自
治
体
サ
イ
ド
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

企
業
会
員
の
力
量
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特
定
非
営

利
活
動
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
平
成
23

年
度
の
経
常
収
入
は
僅
か
１
２
０
０
万
円
に
す
ぎ
な
い
。

　

自
治
体
か
ら
約
４
０
０
万
円
、
大
手
企
業
を
中
心
に
45

社
の
一
口
（
10
万
円
）
以
上
の
年
会
費
の
正
会
員
企
業
か

ら
５
２
０
万
円
、
加
盟
自
治
体
に
立
地
す
る
ロ
ー
カ
ル
企

業
・
団
体
１
１
４
社
お
よ
び
個
人
会
員
で
構
成
す
る
３
７

２
の
準
会
員
か
ら
２
３
０
万
円
、
合
せ
て
会
員
収
入
が
１

１
５
０
万
円
に
対
し
て
、
事
業
収
入
は
ま
だ
40
万
円
程
度

に
す
ぎ
な
い
。

　

全
国
・
世
界
規
模
で
の
価
値
あ
る
運
動
・
事
業
は
、
到

底
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
予
算
で
賄
う
こ
と
は
で
き
ず
、
参
加

者
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
負
担
に
頼
っ
て
い
る
。と
は
い
え
、

サ
ポ
ー
ト
企
業
は
東
京
事
務
所
を
提
供
し
、
資
格
審
査
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
人
手
を
投
入
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
カ
レ

ン
ダ
ー
の
制
作
、
会
議
室
提
供
・
事
務
補
助
、
海
外
・
国

内
出
張
な
ど
な
ど
、
自
治
体
や
地
域
住
民
の
努
力
や
働
き

に
負
け
な
い
活
動
で
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

海
外
の
連
合
と
比
較
し
て
、
わ
が
国
の
企
業
が
ふ
る
さ

と
振
興
へ
よ
せ
る
内
実
の
貢
献
度
は
は
る
か
に
大
き
い
。

　

村
の
消
滅
は
、
一
国
の
存
続
基
盤
が
消
え
る
こ
と
を
意

味
す
る
。「
ム
ラ
の
い
の
ち
を
都
市
の
暮
ら
し
に
、
都
市

の
力
を
ム
ラ
の
な
り
わ
い
に
」
め
ぐ
ら
せ
、
国
の
持
続
に

向
け
た
、
一
人
一
人
の
愛
郷
心
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

ち
な
み
に
、
お
隣
の
韓
国
で
は
、
政
府
の
音
頭
で
、
結

び
つ
き
の
形
は
問
わ
ず
、「
旧
い
」
村
と
都
市
で
発
展
し

た
「
新
し
い
村
」
で
あ
る
企
業
と
が
縁
を
結
ぶ
「
一
村
一

社
結
縁
運
動
」
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
大
都
市
住
民
の
約
４
割
以
上
に
、
田
舎
暮
ら
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

し
志
向
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
都
市
の
企
業
や

行
政
に
雇
用
増
大
を
期
待
で
き
な
い
。雇
用
で
は
な
く「
な

り
わ
い
」
創
出
が
国
民
的
課
題
で
あ
ろ
う
。
大
地
に
根
差

し
た
な
り
わ
い
を
、
少
額
投
資
で
興
せ
る
場
所
は
田
舎
で

あ
る
。美

し
い
村
で
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

　

わ
が
国
で
の
取
り
組
み
の
端
緒
は
、
平
成
の
大
合
併
に

飲
み
込
ま
れ
ず
に
、
自
律
の
地
域
振
興
を
め
ざ
そ
う
と
い

う
熱
い
想
い
で
一
致
し
た
、
美
瑛
町
長
と
カ
ル
ビ
ー
社
長

の
出
会
い
に
あ
っ
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
実
現
を
め
ざ
す
住
民
・
行
政
・
企
業

の
市
民
的
連
携
に
よ
る
田
園
リ
ゾ
ー
ト
建
設
を
願
っ
て
き

た
筆
者
は
、
お
二
人
の
情
熱
に
共
鳴
し
た
。
明
治
以
降
三

度
あ
っ
た
合
併
で
、
６
万
５
千
の
自
然
村
は
内
実
を
喪
い

つ
つ
、
２
０
０
０
を
割
る
「
自
治
」
体
に
飲
み
込
ま
れ
、

暮
ら
し
の
自
給
シ
ス
テ
ム
や
な
り
わ
い
が
消
え
つ
つ
あ

る
。

　

以
下
は
個
人
的
見
解
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
事
業

を
、
よ
り
緊
密
な
企
業
と
地
域
と
の
事
業
連
携
で
地
域
再

生
の
新
産
業
興
し
に
つ
な
げ
た
い
と
の
願
い
が
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
連
合
は
、
４
万
８
千
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
０
・

５
％
に
相
当
す
る
２
４
０
村
連
携
を
め
ざ
し
て
い
る
。
わ

が
国
で
も
、
０
・
５
％
相
当
の
３
０
０
ほ
ど
の
大
字
単
位

の
自
然
村
を
、
起
業
家
の
力
を
お
借
り
し
て
、
経
済
的
に

実
効
性
が
高
い
新
産
業
創
造
の
場
所
と
し
て
蘇
ら
せ
た

い
。

　

整
備
済
み
の
高
速
情
報
・
交
通
網
を
活
か
し
て
、
農
林

水
産
物
の
流
通
で
都
市
と
農
村
が
結
び
つ
く
だ
け
で
な

く
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
輝
か
し
あ
う
共
通
の
ふ
る
さ
と

再
興
と
、
な
り
わ
い
興
し
の
連
携
事
業
へ
と
進
化
・
発
展

を
め
ざ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
感
動
的
な
出
会
い
と
共
生
に

よ
っ
て
、
な
り
わ
い
や
ラ
イ
フ
ウ
エ
ア
産
業
を
興
す
孵
化

機
構
と
し
て
、「
最
も
美
し
い
村
」
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
進
化
・
発
展
を
望
み
た
い
。

　

筆
者
自
身
、
暮
ら
し
の
自
給
、
と
り
わ
け
健
康
の
自
給

を
め
ざ
し
て
、「
ガ
ー
デ
ナ
ー
」（
注
２
）
と
し
て
、
自
分

の
「
な
り
わ
い
」
興
し
を
目
下
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の
春

か
ら
阿
蘇
に
移
住
し
、
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
景
観
に
身
を
置

き
、
ラ
オ
ス
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
伝
承
を
活
か
し
た
ハ
ー

バ
ル
・
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
を
軸
に
事
業
を
興
す
。

　
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
に
な
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、
健
康

増
進
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
し
、〝
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
〞
を
め

ざ
す
。
縁
で
結
ば
れ
た
世
界
の
村
人
や
支
援
企
業
と
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
、
な
り
わ
い
創
造
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

起
業
家
を
育
て
て
も
み
た
い
。

　

と
り
わ
け
、
六
次
産
業
化
法
の
流
れ
で
、
本
年
度
に
創

設
さ
れ
る
、
一
次
産
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新
成
長
産
業
創

出
に
関
わ
る
フ
ァ
ン
ド
事
業
に
期
待
し
て
い
る
。
地
域
の

農
業
者
・
団
体
と
六
次
産
業
化
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連

携
事
業
体
に
、
財
投
資
金
や
金
融
機
関
の
新
た
な
資
金
が

投
じ
ら
れ
る
。
地
域
資
源
を
活
か
す
住
民
・
行
政
・
企
業
・

大
学
の
連
携
事
業
を
、
都
市
と
農
村
の
新
結
合
＝
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
興
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
農
地
ア
ク
セ
ス
が
不
当
に
制
限
さ

れ
て
き
た
が
、
農
地
法
改
正
で
リ
ー
ス
な
ら
農
地
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
で
の
暮
ら
し
か
ら
隔
離
し
た
別

荘
や
ボ
ロ
古
民
家
購
入
で
し
か
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
フ
実
現
を
、新
構
想
の
「
ガ
ー
デ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
」
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
起
業
で
果
た
そ
う
と
思
う
。
美
し
い

村
こ
そ
、
そ
の
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
い
。

―

・―

注
１
： 

「
ラ
イ
フ
ウ
エ
ア
産
業
」
と
は
、
台
湾
生
産
性
本
部

の
張
総
経
理
が
、
小
生
の
論
考
か
ら
導
き
出
し
た
概

念
。

　
　
　

 　

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
を
、
生

産
諸
要
素
の
「
新
結
合
」（N

eue K
om
bination

）

と
捉
え
な
お
し
た
。
19
世
紀
の
資
本
主
義
が
、
土
地
・

資
本
・
労
働
力
の
新
結
合
で
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
産
業
を

産
み
出
し
、
20
世
紀
末
の
マ
ネ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

が
、
情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
金
融
工
学
の
新
結

合
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
と
し
て
勃
興
を
見
た
が
、

ポ
ス
ト
・
バ
ブ
ル
の
21
世
紀
に
は
、
美
し
い
土
地
・

伝
承
文
化
・
感
動
の
出
会
い
が
新
結
合
さ
れ
て
、
ラ

イ
フ
ウ
エ
ア
産
業
が
勃
興
す
る
と
論
じ
る
。

　
　
　

 　

ア
メ
ニ
テ
ィ
・
ム
ー
バ
ー
と
村
人
と
の
感
動
の
出

会
い
か
ら
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
じ
る
。
21
世
紀
は
そ
う
し
た
意
味
で
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
・
リ
ッ
チ
な
田
園
で
、
文
化
や
産
業
が
風
土
か

ら
生
ま
れ
る
、「
ガ
ー
デ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
時
代
と

な
ろ
う
。

注
２
： 

農
業
は
欧
米
で
は
二
つ
の
範
疇
に
分
か
れ
て
い
る
。

市
場
へ
農
産
物
と
い
う
ハ
ー
ド
商
品
を
供
給
す
る

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
と
、
生
き
様
と
関
わ
っ
て
の
暮
ら
し

自
給
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
に
。
両
者
を
分
か
つ
の
は

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
面
積
区
分
で
あ
る
。
ガ
ー
デ
ナ
ー
志

向
や
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
実
現
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
起

業
を
促
す
。
村
の
再
生
と
、
農
業
再
構
築
の
可
能
性

と
は
ラ
イ
フ
ウ
エ
ア
産
業
の
創
出
に
か
か
っ
て
い
る
。
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標し
べ
つ津
町ち

ょ
うは
、
北
海
道
の
最
東
端
部
に
位
置
し
、
根
室
海

峡
24
㌔
㍍
洋
上
に
は
北
方
領
土
国
後
島
が
浮
か
び
、
北
に

は
世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
秘
境
知
床
半
島
が
一
望
さ

れ
、
そ
の
山
並
み
は
半
島
基
部
を
形
成
す
る
当
町
の
西
側

背
後
ま
で
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
で
あ
り
、
か
つ
原
生
花
園
な
ど
四
季
折
々

の
景
勝
で
親
し
ま
れ
て
い
る
野
付
半
島
を
擁
す
る
な
ど
、

当
町
は
、
世
界
的
な
景
観
や
自
然
を
有
す
る
風
光
明
媚
な

地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
海
と
大
地
の
恩
恵
に
よ

る
鮭
・
ホ
タ
テ
な
ど
の
水
産
業
と
酪
農
業
を
基
幹
産
業
と

し
た
「
生
産
の
町
」
で
あ
る
。

　

当
町
は
、
平
成
19
年
10
月
に
十
番
目
の
加
盟
町
村
と
し

て
、
連
合
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。
海
の
あ
る
ま
ち
と

し
て
は
、
初
め
て
の
加
盟
だ
っ
た
。

美
し
い
村
連
合
に
加
盟
し
た
き
っ
か
け

　

当
町
は
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

地
域
性
を
発
揮
し
た
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
地

域
ハ
サ
ッ
プ
（
高
品
質
・
高
衛
生
管
理
＝
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）、

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
町
民
と

の
協
働
事
業
が
活
発
化
し
て
お
り
、
他
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
す
ば
ら
し
い
活
動
を
実
践
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
口
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
改
め
て
自
ら

の
町
に
誇
り
を
持
っ
て
「
心
の
過
疎
に
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
精
神
的
な
充
足
感
・
安
心
感
を
も
と
に
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
へ
の
意
欲
」
を
、
今
一
度
喚
起
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
取
組
み
を
知
り
、

同
連
合
が
掲
げ
る
目
的
に
当
町
と
し
て
も
共
感
し
、ま
た
、

志
を
同
じ
く
す
る
キ
ラ
リ
と
光
る
国
内
の
小
規
模
自
治
体

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

刺
激
が
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
国
内
有
数
の
活
動
や
景
観
を
も
っ
て
い
る
加

盟
町
村
の
〝
仲
間
入
り
〞
が
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

に
活
動
し
て
き
た
町
民
の
喜
び
や
誇
り
と
な
り
得
る
と
と

も
に
、
標
津
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
向
上
と
知
名
度
の

ア
ッ
プ
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
、
加
盟
を

申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

連
合
加
盟
に
あ
た
り
、審
査
委
員
か
ら
は
、地
域
ハ
サ
ッ

プ
の
実
践
や
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
住
民
参
加
な
ど
、
地
場
産
業
（
水
産
業
と
酪
農
）

や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
観
光
を
牽
引
す
る
取
り
組
み
、

漁
港
の
衛
生
管
理
（
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
清
潔
な
漁

港
）、
知
床
連
山
や
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
忠
類
川
サ
ー

モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
景
観
、
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
の

森
や
湿
原
と
遺
跡
群
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
改
め
て
地
域
資

源
や
今
ま
で
の
活
動
に
対
す
る
評
価
を
再
認
識
し
た
。

　

し
か
し
、課
題
と
し
て
、一
般
観
光
客
を
呼
び
込
む
ベ
ー

ス
と
な
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
整
備
や
町
並
み
景
観

（
花
で
飾
る
な
ど
の
美
化
）
整
備
に
よ
る
、
一
般
観
光
客

を
増
や
す
活
動
に
つ
い
て
指
摘
を
さ
れ
た
。

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
景
観
の
取
り
組
み

大
自
然
に
囲
ま
れ
キ
ラ
リ
と
光
る
町
並
み

―
連
合
加
盟
を
機
に
「
彩
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」―

1
北
海
道
標
津
町

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

標
津
町
企
画
政
策
課 

主
任　

●　

山
田
弘
次

白い花が咲き誇る蕎麦畑

008-009　特集-北海道標別町.indd   8008-009　特集-北海道標別町.indd   8 2012/03/13   19:23:522012/03/13   19:23:52



2012・4月号9

特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

　

こ
の
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
役
場
内
で

の
各
課
横
断
的
な
連
携
を
は
じ
め
、
町
並
み
景
観
の
創
造

や
保
全
、
環
境
美
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、｢

沿
道
の
花

壇
整
備｣

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」「
彩
り
千
本
桜
植
栽

事
業
」
な
ど
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
彩
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」を
実
践
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
昔
の
農
村
景
観
で
あ
っ
た

「
そ
ば
畑
」
を
復
活
さ
せ
た
「
美
し
い
村
標
津
産
蕎
麦
作

り
研
究
会
」
の
取
り
組
み
や
、
当
町
の
名
前
が
品
種
名
と

な
っ
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
「
花
標
津
」
の
普
及
栽
培
な
ど
、

町
民
主
体
の
活
動
が
起
き
て
き
た
。

○
沿
道
の
花
壇
整
備

　

花
で
飾
る
町
並
み
景
観
の
創
出
の
た
め
、
市
街
地
の
中

心
と
な
る
国
道
や
道
道
沿
い
の
賛
同
い
た
だ
け
る
商
店
街

や
事
業
所
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
貸
し
出
し
、
手
入
れ
や
水
遣

り
を
お
願
い
す
る
「
プ
ラ
ン
タ
ー
里
親
制
度
」
を
平
成
21

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

約
50
の
事
業
所
等
の
賛
同
を
得
な
が
ら
、
１
１
５
基
の

プ
ラ
ン
タ
ー
を
貸
し
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、
景
観
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
元
気
な
お
年
寄
り
の
活
躍
の
場
と
な
っ
て

い
る
シ
ル
バ
ー
勤
労
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
沿
道
や
公
共

用
地
の
花
壇
整
備
な
ど
の
環
境
・
景
観
創
出
と
な
り
、
散

策
す
る
町
民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

○
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　

景
観
の
整
備
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町

民
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
と
な
る
愛
好
者
の
庭
園
な
ど

を
一
般
町
民
に
開
放
す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
平
成
21

年
度
か
ら
開
始
し
、
本
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
。

　

丹
精
込
め
て
整
備
さ
れ
た
ご
自
慢
の
庭
園
に
は
、
色
と

り
ど
り
の
花
や
木
々
が
植
え
ら
れ
、
独
自
の
栽
培
方
法
に

よ
っ
て
、大
株
の
ベ
ゴ
ニ
ア
を
１
０
０
０
株
以
上
育
て
て
、

赤
や
黄
色
の
見
事
な
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
愛
好
者

も
お
り
、
町
内
外
か
ら
多
数
の
見
学
者
が
訪
れ
る
な
ど
、

町
内
景
観
の
創
出
や
町
民

の
花
づ
く
り
意
識
醸
成
に

寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

○ 

彩
り
千
本
桜
植
栽
事
業

　

彩
り
千
本
桜
植
栽
事
業

は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

桜
の
植
栽
に
よ
り
田
園
景

観
の
創
出
や
名
所
づ
く

り
、
緑
化
対
策
な
ど
を
町

民
と
の
協
働
で
実
施
し
、

平
成
22
年
度
〜
平
成
24
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
合
計

１
０
０
０
本
の
桜
の
植
樹

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
度
（
２
年
目
）
に
は
、
町
内
会
の
名
所
づ
く

り
、
子
ど
も
の
誕
生
祝
い
や
会
社
の
創
立
記
念
な
ど
４
６

０
本
の
交
付
申
請
が
あ
り
、町
内
各
所
に
植
樹
さ
れ
た（
２

年
間
で
７
６
０
本
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
）。
こ
れ

ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
日
本
人
の
原
風
景
と
な
る
「
桜
の

名
所
」
が
町
内
各
所
に
創
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

標
津
な
ら
で
は
の
冬
の
彩
り
を

今
後
ど
う
創
造
し
て
い
く
か

　

春
（
雪
解
け
）
か
ら
秋
に
か
け
て
、沿
道
の
プ
ラ
ン
タ
ー

や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
花
や
木
々
に
よ
る
彩
り
事
業

は
お
き
て
き
た
が
、
冬
期
間
に
お
け
る
彩
り
事
業
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
冬
の
「
寒
さ
」「
暗
さ
」「
静
け
さ
」

や
「
白
い
雪
原
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
「
ど
う
地
域

資
源
」
に
変
え
、「
ど
う
標
津
な
ら
で
は
の
冬
の
彩
り
を

創
出
」
し
て
い
く
か―

。
町
民
に
よ
る
検
討
が
芽
生
え

て
き
た
。

　

標
津
町
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
研
究
会
の
「
光
の
ま
ち

づ
く
り
を
語
る
会
」
や
、
冬
祭
り
で
の
光
の
演
出
の
実
証

試
験
な
ど
に
よ
っ
て
、
課
題
提
起
や
実
践
が
行
わ
れ
て
き

て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
と
雄
大
な
景
観
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

旺
盛
な
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
欲
を
形
に
し
な
が
ら
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
で
き
た
「
喜
び
と
誇

り
」
を
持
ち
続
け
、「
海
・
山
・
川
・
大
平
原
が
お
り
な

す
感
動
の
大
地
・
標
津
町
」
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
」
美
し
い
町
並
み
景
観
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

沿道の花壇とやすらぎ憩いのベンチ

シルバー勤労会による花壇整備
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黒
松
内
町
は
人
口
約
３
２
０
０
人
、
面
積
３
４
５
・
４

７
平
方
㌔
㍍
、
札
幌
と
函
館
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
酪

農
を
主
体
と
し
た
農
業
の
田ま

舎ち

で
あ
る
。

　

本
連
合
へ
の
加
盟
を
目
指
し
た
の
は
、
小
さ
く
て
も
輝

く
ま
ち
と
な
る
道
を
選
択
し
た
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
と
、
自
ら
の
町
や
村
に
誇
り
を
持
っ
て
自
立
し
、
美
し

い
地
域
で
あ
り
続
け
る
活
動
を
支
援
す
る
本
連
合
の
設
立

主
旨
が
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、
都
市
と
の
交
流
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
秋
に
40
番
目
の
加
盟
村
と

な
っ
た
。

「
北
限
の
ブ
ナ
林
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
！

　

町
内
の
ブ
ナ
林
は
、
昭
和
３
年
に
自
生
北
限
の
ブ
ナ
林

と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
。
こ
れ
ま
で
２
度
の
伐
採
の

危
機
が
あ
っ
た
が
、
ブ
ナ
の
学
術
的
な
価
値
の
保
存
を
訴

え
た
大
学
教
授
と
地
域
住
民
の
嘆
願
に
よ
り
難
を
逃
れ
、

現
在
も
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え

て
い
る
。

　

昭
和
61
年
に
ブ
ナ
を
「
町
の
木
」
と
し
て
指
定
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
「
橅
」
で
は
な
く
、
当
て
字
で
木
偏
に
貴
と
書

く
「

」
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
特
産
品
や
交
流
施
設

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
活
用
す
る
な
ど
、
ブ
ナ
に
対
す
る
思
い

入
れ
は
一
層
強
い
も
の
と
な
り
、
都
市
と
の
交
流
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
た
「
ブ
ナ
北
限
の
里
づ
く
り
構

想
」
に
お
い
て
、
田
舎
の
象
徴
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　

昭
和
63
年
、
天
然
記
念
物
指
定
60
周
年
を
記
念
し
て
、

最
初
の
ブ
ナ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　

平
成
５
年
に
は
近
隣
２
町
村
を
加
え
て
２
回
目
を
、
平

成
10
年
に
は
３
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
ほ
か
、

町
民
有
志
に
よ
る
市
民
劇
場
「
北
の
ヤ
シ
の
木
」
が
上
演

さ
れ
た
。
平
成
16
年
に
は
、
ブ
ナ
林
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
な
ど
地
域
の｢

思
い
入
れ
価
値｣
が
高
く
評
価
さ
れ
、

歌
才
ブ
ナ
林
を
代
表
と
す
る
「
北
限
の
ブ
ナ
林
」
が
北
海

道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
。

　

天
然
記
念
物
指
定
80
周
年
を
迎
え
た
平
成
20
年
に
は
、

世
界
各
地
か
ら
ブ
ナ
林
研
究
の
第
一
人
者
を
招
き
、
歌
才

ブ
ナ
林
の
重
要
性
や
地
球
温
暖
化
と
の
関
係
な
ど
を
解
説

し
た
講
演
会
を
メ
イ
ン
に
、
４
回
目
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

　

毎
年
、
新
緑
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
冬
季
に
は
雪
国
の

民
具
「
か
ん
じ
き
」
を
履
い
て
の
か
ん
じ
き
ブ
ナ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
北
限
の
ブ
ナ
林
の
魅
力
を

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
授
業
の
ブ
ナ
林
で
の
環

境
教
育
、
研
究
者
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
利
用
さ

れ
、
今
や
国
内
外
か
ら
「
ブ
ナ
北
限
の
里
」
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
の
先
進
地
で
も
あ
り
、
ブ
ナ
林
入
口
に
接

す
る
歌
才
森
林
公
園
コ
ー
ス
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン

ト
を
含
め
年
間
多
く
の
来
訪
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
気
候
変
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
サ
イ
ト
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
ブ

ナ
の
北
進
と
動
物
の
生
態
変
化
の
監
視
で
も
重
要
な
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
５
年
前
に
住
民
有
志
に
よ
る
黒
松
内
岳
ブ

ナ
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
、
昨
年
里
山
協
定

ブ
ナ
に
囲
ま
れ
た
田ま

舎ち

を
創
造
す
る

―
ブ
ナ
北
限
の
里
の
資
源
を
守
り
、
育
て
、
活
用―

2
北
海
道
黒
松
内
町

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

黒
松
内
町
企
画
調
整
課 

上
席
主
幹　

●　

新
川
雅
幸

自然体験情報基地「ブナセンター」
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

を
締
結
し
た
「
里
山
く
ろ
ま
つ
な
い
・
し
ま
む
ら
の
森
」

の
取
り
組
み
な
ど
、
ブ
ナ
の
森
を
町
全
体
に
広
げ
る
再
生

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

「
統
一
感
あ
る
農
村
景
観
」
を

住
民
と
の
協
働
で
創
造

　

景
観
の
統
一
化
の
取
組
は
、
平
成
２
年
に
家
庭
ご
み
集

積
所
の
「
規
格
」
の
統
一
か
ら
始
ま
る
。
酪
農
の
田
舎
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
緑
屋
根
に
赤
の
外
壁
と
い
っ
た
牛
舎

風
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
。設
置
費
用
の
助
成
制
度
を
設
け
、

現
在
約
９
割
が
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
。

　

町
が
整
備
す
る
交
流
施
設
は
、
形
や
色
彩
に
配
慮
し
て

緑
の
三
角
屋
根
で
統
一
。
農
村
で
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
分
散
し
て
整
備
し
、
そ
れ
ら

を
誘
導
す
る
看
板
も
小
さ
く
目
立
た
ぬ
よ
う
配
慮
し
た
。

　

平
成
７
年
、
景
観
づ
く
り
の
基
本
方
針
「
ブ
ナ
里
景
観

ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
平
成
８
年
に
は
、
景
観
条
例

を
制
定
し
、
平
成
12
年
度
か
ら
個
人
住
宅
も
色
彩
の
統
一

化
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
廃
屋
・
廃
自
動
車
の
撤
去
も

手
が
け
た
。

　

住
宅
の
色
彩
配
慮
は
、
町
の
指
定
色
（
屋
根
５
色
、
外

壁
18
色
）
を
定
め
、
奨
励
金
制
度
を
設
け
て
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
、
家
屋
の
約
２
割
が
指
定
色
と
な
り
、
町
並
み
は

20
年
間
で
様
変
わ
り
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
村
の
よ
う
な

景
観
が
生
ま
れ
た
。
平
成
20
年
に
は
景
観
行
政
団
体
と
な

り
、
平
成
21
年
に
法
委
任
条
例
、
景
観
計
画
、
法
に
基
づ

く
届
出
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

し
か
し
、
統
一
感
の
あ
る
農
村
景
観
の
創
造
に
は
課
題

も
あ
る
。「
廃
屋
」
が
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
離
農
や
人
口

減
な
ど
を
背
景
に
約
１
０
０
棟
程
度
ま
で
増
え
て
い
た
。

打
開
の
た
め
平
成
20
年
度
か
ら
廃
屋
を
撤
去
す
る
際
の
助

成
限
度
額
を
50
万
円
に
倍
増
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
８
年
間

で
の
合
計
を
大
き
く
超
え
る
数
の
廃
屋
が
撤
去
さ
れ
た

が
、
町
内
不
在
者
の
大
き
な
支
出
へ
の
抵
抗
感
も
根
強
く

あ
る
。
そ
の
た
め
、
廃
屋
化
し
つ
つ
あ
る
サ
イ
ロ
や
牛
舎

の
保
全
活
用
に
乗
り
出
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
の
統
一
感
の
あ
る
農
村
風
景
に
は
欠
か

せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
サ
イ
ロ
と
牛
舎
を
産
業
遺
産
と

し
て
認
定
し
、利
用
可
能
に
な
る
ま
で
改
修
し
た
場
合
や
、

周
辺
の
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
策
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

を
条
例
制
定
し
た
も
の
だ
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
半
壊
し
た
建
物

の
改
修
に
加
え
、
バ
イ
オ
浄
化
設
備
を
整
備
し
て
自
然
環

境
の
保
全
・
活
用
へ
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と

な
る
交
流
施
設
を
開
設
。
各
交
流
施
設
を
起
終
点
に
フ
ッ

ト
パ
ス
４
コ
ー
ス
（
26
㌔
㍍
）
を
結
び
付
け
、
ス
ロ
ー
な

視
点
か
ら
景
観
を
楽
し
み
、
地
元
の
味
を
食
し
、
滞
在
す

る
人
の
姿
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

既
に
５
番
目
の
コ
ー
ス
を
選
定
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
手
づ
く
り
の
整
備
も
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
放
牧
酪
農

や
農
作
物
の
無
農
薬
栽
培
な
ど
持
続
可
能
な
循
環
型
農
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
町

内
随
所
で
優
れ
た
景
観
、
安
全
・
安
心
な
食
、
の
ん
び
り

交
流
の
輪
が
今
後
、
一
層
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ブ
ナ
の
保
護
だ
け
で
な
く

ブ
ナ
を
活
か
し
た
取
組
も

　

20
年
以
上
積
み
重
ね
て
き
た
「
ブ
ナ
北
限
の
里
づ
く
り

構
想
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
に
あ
る
優
れ
た

自
然
や
農
が
持
つ
ゆ
る
や
か
な
空
間
な
ど
の
潜
在
的
な
資

源
と
、
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
資

源
に
よ
り
、
魅
力
的
で
美
し
い
農
村
空
間
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

　

今
後
も
町
民
と
の
協
働
の
下
、
統
一
感
の
あ
る
農
村
景

観
に
磨
き
を
か
け
、
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
趣
き
の
あ
る
景

観
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
ブ
ナ
を
保
護
す
る
だ
け
で

な
く
ブ
ナ
を
活
か
し
た
様
々
な
取
組
を
展
開
し
、
本
当
の

意
味
で
〝
ブ
ナ
に
囲
ま
れ
た
田ま

舎ち

〞
を
創
造
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

フットパス「西沢コース」

天然記念物「歌才ブナ林」
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「
奥
羽
山
脈
緑
の
回
廊
」
の
麓
ふ
も
と

　

東
北
を
縦
断
す
る
奥
羽
山
脈
は
、
岩
手
県
と
の
県
境
と

な
る
。
東
成
瀬
村
は
そ
の
西
側
、
秋
田
県
の
東
南
端
に
あ

る
。大
陸
の
シ
ベ
リ
ア
気
団
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
寒
気
は
、

日
本
海
で
雪
雲
を
乗
せ
て
東
進
し
、
そ
れ
が
奥
羽
山
脈
に

よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
当
村
は
毎
年
２
㍍
を
超
え
る
豪

雪
に
見
舞
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
冬
期
は
、
岩
手
側
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
途
絶
え
、
11
月
か
ら
半
年
間
袋
小
路
の
状
態

に
な
る
。

　

東
成
瀬
村
は
、
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
田

子
内
村
・
岩
井
川
村
・
椿
川
村
の
三
村
か
ら
誕
生
し
た
自

治
体
で
、
以
後
一
度
も
市
町
村
合
併
を
経
験
す
る
こ
と
な

く
、
平
成
20
年
に
村
制
施
行
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
。

　

当
村
は
、
古
く
か
ら
岩
手
県
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、

「
奥
羽
山
脈
緑
の
回
廊
」
に
ま
つ
わ
る
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

が
残
り
、
現
在
で
も
文
化
や
観
光
面
で
岩
手
県
奥
州
市
と

の
連
携
が
続
い
て
い
る
。

先
人
が
守
り
育
て
た
財
産

　

東
成
瀬
村
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
秋
田
県
最
大
河
川
「
雄

物
川
」
の
源
流
域
に
あ
る
。
古
く
か
ら
森
林
と
共
生
し
て

き
た
地
域
で
、
戦
前
ま
で
は
良
質
の
木
炭
生
産
が
盛
ん

だ
っ
た
。
特
に
鉱
山
精
錬
用
と
し
て
、
昭
和
初
期
か
ら
戦

前
ま
で
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ナ
主
体
の
広

葉
樹
林
を
「
伐
っ
て
使
う
」
と
い
う
利
活
用
の
シ
ス
テ
ム

が
成
立
し
て
い
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
ス
ギ
人
工
林
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、

人
と
森
と
の
共
生
が
希
薄
と
な
り
、
森
か
ら
人
が
消
え
、

い
つ
し
か
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
当
村
は
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
広
葉
樹
林

の
再
生
を
目
指
す
た
め
「
水
源
の
森
整
備
保
存
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
３
年
度
か
ら
20
年
で
延
べ
５
５
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
放
置
天
然
林
を
再
生
し
た
。
同
時
進
行

で
、
ス
ギ
人
工
林
伐
採
跡
地
の
天
然
林
化
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
人
と
森
と
の
関
わ
り
を
再
構
築
す
る
た
め
、
各
種

の
体
験
教
室
や
秋
田
県
森
林
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、
景
観

の
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
古
の
ブ
ナ
街
道
」

　

平
安
時
代
初
期
。
日
本
海
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
主
要

ル
ー
ト
と
し
て
開
か
れ
た
「
仙
北
道
」
は
、
標
高
１
０
０

０
㍍
の
急
峻
な
奥
羽
山
脈
越
え
る
難
所
の
多
い
街
道
で
あ

る
。
岩
手
県
奥
州
市
か
ら
秋
田
県
東
成
瀬
村
に
至
る
全
長

24
㌔
㍍
の
こ
の
古
道
に
は
、
源
義
家
軍
が
通
っ
た
後
三
年

の
役
（
１
０
８
７
年
）、
ま
た
母
に
再
会
す
る
た
め
牢
獄

を
脱
出
し
た
高
野
長
英
の
帰
還
ル
ー
ト
と
し
て
、
さ
ら
に

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
往
来
の
痕
跡
が
残
る
な
ど
、
様
々
な
人

間
ド
ラ
マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
近
世
は
、
秋
田
藩
と
仙
台
藩
の
境
界
と
し
て
重
要

な
街
道
と
な
っ
た
が
、
大
正
時
代
に
岩
手
と
秋
田
を
結
ぶ

現
在
の
国
道
１
０
７
号
が
開
通
す
る
と
廃
道
化
し
、
い
つ

し
か
地
図
上
か
ら
も
人
々
の
記
憶
か
ら
も
消
え
て
去
っ
て

し
ま
う
。

　

古
道
は
「
奥
羽
山
脈
緑
の
回
廊
」
や
栗
駒
山
・
栃
ケ
森

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
コ
ア
部
分
を
横
断
す
る
高
低
差

５
０
０
０
㍍
の
急
峻
な
ル
ー
ト
で
、
大
部
分
が
ブ
ナ
の
原

生
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
古
の
ブ
ナ
街
道
」

自
然
と
文
化
の
融
合
体
「
仙
人
郷
」

―
景
観
を
保
全
、「
仙
北
道
」
の
魅
力
を
発
信―

3
秋
田
県
東
成
瀬
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

秋
田
県
東
成
瀬
村
長　

●　

佐
々
木
哲
男

先人が守り育てた財産
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

第
７
回
「
と
う
ほ
く
街
道
会
議
」
を
開
催

　

80
年
の
時
を
経
た
平
成
２
年
。
旧
岩
手
県
胆
沢
町
愛
宕

公
民
館
が
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
し
た
山
脈
越
え
の
仙
北
道
を

踏
査
し
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
県
際
連
携
に
よ
る
失
わ
れ

た
古
道
の
調
査
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

平
成
８
年
に
は
「
仙
北
道
を
考
え
る
会
」（
東
成
瀬
村
）。

平
成
10
年
に
は
「
仙
北
街
道
を
考
え
る
会
」（
旧
岩
手
県

胆
沢
町
）
が
発
足
し
、
以
降
毎
年
８
月
下
旬
、
隔
年
で
相

互
を
起
点
と
す
る
仙
北
道
の
縦
走
交
流
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
両
県
関
係
者
は
、
重
い
刈
払
機
を
背
負
っ
て
古

道
に
入
り
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

地
道
な
保
全
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

東
北
地
方
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
や
自
然
豊
か
な
景
観

な
ど
、
多
く
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
次
代
に
引
き
継
ぐ

活
動
を
展
開
し
て
い
る「
と
う
ほ
く
街
道
会
議
」（
仙
台
市
）

は
昨
年
10
月
、
仙
北
道
の
存
在
と
文
化
的
な
価
値
に
注
目

し
、
当
村
を
会
場
に
東
北
管
内
か
ら
２
０
０
人
の
参
加
者

を
得
て
、
第
７
回
と
う
ほ
く
街
道
会
議
を
主
催
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、
当
村
で
は
、
現
地
画
像
や
空
撮
を
盛

り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
よ
み
が
え
る
仙
北
道
』
を
発

刊
し
、
仙
北
道
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
て
い
る
。

自
然
と
文
化
を
守
る
「
小
中
連
携
事
業
」

　

当
村
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
知
・
徳
・
体

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
て
る
た
め
、
校
種
や
年
齢
の
枠
を
超

え
た
「
協
働
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

村
を
縦
断
す
る
国
道
３
４
２
号
。
毎
年
そ
の
沿
線
に
、

小
中
連
携
事
業
に
よ
り
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
す
る
な

ど
、景
観
保
全
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
の
人
々
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
来
村
さ
れ
る
観
光
客
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
度
向
上

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
採
取
し
た
種
は
地
域
の
方
々
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
自
身
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

ば
か
り
か
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
こ
の
連
携
事
業
は
村
内
各
集
落
の
活
動
に
も
波
及

効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟

　

昭
和
初
期
の
政
権
が
描
い
た
〝
奥
羽
横
断
道
構
想
〞、

そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
「
田
子
内
橋
」。
日
本
海
と
太

平
洋
側
を
結
ぶ
主
要
ル
ー
ト
と
し
て
、
平
安
時
代
に
登
場

し
、
古
の
ブ
ナ
街
道
と
呼
ば
れ
る
「
仙
北
道
」。
そ
の
歴

史
ス
ト
ー
リ
ー
の
舞
台
と
な
る
「
奥
羽
山
脈
緑
の
回
廊
」。

こ
れ
ら
特
徴
的
な
自
然
と
文
化
の
素
材
を
登
録
資
源
と
し

て
、東
成
瀬
村
は
平
成
21
年
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
た
。

　

自
然
と
人
間
の
営
み
が
長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
あ
げ

た
小
さ
な
素
材
。
東
成
瀬
村
は
、
こ
の
素
材
を
し
っ
か
り

と
未
来
に
残
す
た
め
、
連
合
が
目
指
す
べ
き
コ
ン
セ
プ
ト

に
共
鳴
し
、
今
後
もN

ature

（
自
然
）
とCulture

（
文

化
）
を
融
合
し
た
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
活
動
を
展
開
し
て

行
く
予
定
で
あ
る
。

自然と文化を守る協働の取り組み「小中連携事業」

「日本で最も美しい村」連合加盟ポスター

「古ブナ街道」
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昭
和
村
は
、
群
馬
県
の
北
部
、
新
潟
県
と
隣
接
す
る
利

根
郡
に
あ
り
、「
日
本
百
名
山
」
に
数
え
ら
れ
る
赤
城
山

の
北
西
麓
に
扇
状
に
広
が
る
村
で
あ
る
。
人
口
は
７
６
０

２
人
（
平
成
24
年
１
月
末
現
在
）。
面
積
は
６
４
・
１
７

平
方
㌔
㍍
で
、
そ
の
約
40
％
が
農
地
と
い
う
農
業
が
大
変

盛
ん
な
村
だ
。

　

標
高
は
２
６
０
㍍
〜
１
４
６
１
㍍
と
高
低
差
が
あ
り
、

標
高
５
０
０
㍍
〜
８
０
０
㍍
に
か
け
て
広
が
る
赤
城
高
原

で
は
、
武
尊
山
、
谷
川
岳
な
ど
の
「
日
本
百
名
山
」
を
一

望
で
き
る
雄
大
な
緑
の
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
準
高
原
地
帯
と
い
う
冷
涼
な
気
候
を
活
か

し
、「
生
産
量
日
本
一
」
を
誇
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
ほ
か
、

高
原
野
菜
や
果
物
な
ど
多
様
な
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
農

村
風
景
を
保
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
首
都
圏
に
出
荷
さ

れ
る
た
め
、〝
や
さ
い
王
国
昭
和
村
〞
と
し
て
〝
首
都
圏

の
台
所
〞
を
自
負
し
て
い
る
。

「
河
岸
段
丘
と
農
村
風
景
」

　

村
の
北
西
に
流
れ
る
利
根
川
・
片
品
川
が
悠
久
の
時
を

か
け
て
作
り
だ
し
た
大
規
模
な
河
岸
段
丘
が
自
然
の
美
し

い
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
豊
富
な
湧
水
が
湧
き
出
て
い
て
古
墳
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
を
営
み
、
江
戸
時
代
に
は
利
根
川
沿
い
の
地

域
が
沼
田
街
道
の
宿
場
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
本
村
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
は
、
住
民

の
生
活
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、
農
業
生
産
の
基

盤
と
か
け
が
え
の
な
い
共
有
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
観

光
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
、
大
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
の
で
き
る
取
り
組

み
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○ 

や
さ
い
王
国
「
歩
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」（
野
菜
畑
あ
ぜ

道
ハ
イ
キ
ン
グ
）

　

昭
和
村
は
農
業
が
盛
ん
な
村
で
あ
り
、
観
光
面
で
の
取

り
組
み
が
弱
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
今
年
度
よ
り
観
光

拠
点
と
な
る
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
な
ど
観
光
に
対
す
る
村
の
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
、

今
年
度
か
ら
昭
和
村
の
農
業
や
農
村
景
観
を
生
か
し
た
観

光
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
、「
歩
Ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」（
歩
く
と
ル
ッ
キ
ン
グ
「
見
る
」
を
掛

け
合
わ
せ
た
造
語
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
昭
和
村
の
豊
か
な
自
然
と
武
尊
山
、谷
川
連
峰
、

榛
名
山
に
囲
ま
れ
た
大
空
の
下
、
野
菜
た
ち
が
元
気
に
育

つ
畑
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
、
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
参
加
者
は
ガ
イ
ド
の
話
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
大
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
今
年
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
定
着
に
向

け
て
さ
ら
に
磨
き
上
げ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

○ 

連
合
に
加
盟
し
、「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
実
施

　

昭
和
村
の
か
け
が
え
の
な
い
景
観
・
文
化
を
残
す
た
め

に
、
平
成
21
年
10
月
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
村
の
持
つ
四
季
折
々

〝
ベ
ジ
タ
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
ガ
ー
デ
ン　

昭
和
村
〞

―
赤
城
山
麓
に
広
が
る
雄
大
な
農
村
で
景
観
づ
く
り―

4
群
馬
県
昭
和
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

群
馬
県
昭
和
村
役
場 

企
画
課
地
域
振
興
係 

主
任　

●　

梶
山
友
則

昭和村の河岸丘を赤城高原を望む
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の
美
し
い
自
然
や
風
景
、
農
村
景
観
、
祭
り
や
農
産
業
を

題
材
と
し
た
魅
力
あ
る
昭
和
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
や

さ
い
王
国
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

第
１
回
開
催
時
に
は
、
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
６
８
７

点
（
一
般
４
７
３
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
２
１
４
点
）
の
応
募
が

あ
り
、
多
く
の
方
に
本
村
の
持
つ
魅
力
を
写
真
を
通
じ
て

発
見
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
貢

献
で
き
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
は
、
手
さ
げ

袋
や
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
活
用
し
、
昭
和
村
を
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

な
お
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
後
も
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
是
非
、
群
馬
県
昭
和
村
に

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

「
歴
史
を
残
す
家
並
み
と
横
井
戸
」

　

村
の
歴
史
は
古
く
古
墳
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
を
営

み
、
村
内
に
残
る
数
多
く
の
史
跡
か
ら
当
時
の
生
活
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

特
に
、江
戸
時
代
末
期
か
ら
は
養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

利
根
川
・
片
品
川
沿
い
の
集
落
で
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
造
ら
れ
た
茅
葺
き
の
大
型
養
蚕
民
家
と
、
元
は
板
葺

き
と
思
わ
れ
る
大
型
総
２
階
の
養
蚕
民
家
が
混
在
し
、
そ

れ
に
付
属
す
る
土
蔵
や
、
歴
史
を
残
す
家
並
み
な
ど
が

残
っ
て
い
る
。

　

養
蚕
民
家
は
、
そ
の
時
代
・
時
期
に
応
じ
た
住
民
の
生

活
文
化
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
一

様
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
形
態
と
特
性
を

持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
落
の
信
仰
と
な
っ
た
神
社
や

祠
、お
堂
な
ど
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
村
生
越
地
区
で
は
、
明
治
19
年
か
ら
21
年
に
か

け
て
住
民
の
力
だ
け
で
大
が
か
り
な
土
木
工
事
を
行
い
、

横
井
戸
を
掘
り
集
落
給
水
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
集
落
共
同
体
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
現
在
は
簡
易
水
道
が
整
備
さ
れ
た
も

の
の
、
横
井
戸
の
水
は
、
今
も
な
お
、
地
元
の
人
た
ち
に

野
菜
洗
い
や
泉
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

先
代
よ
り
引
き
継
が
れ
、
美
し
く
良
く
手
入
れ
さ
れ
た

家
並
み
や
庭
、
田
畑
な
ど
は
、
村
の
共
通
の
誇
り
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
景
観

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
地
域
資
源
を
守
ろ
う
と
現
在
、
県

内
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
専
門

家
の
先
生
等
の
意

見
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
地
域
住
民

と
と
も
に
調
査
研

究
を
行
っ
て
い

る
。
合
わ
せ
て
昭

和
村
の
美
し
い
景

観
を
後
生
へ
、
引

き
継
ぐ
た
め
に
景

観
条
例
の
制
定
を

目
指
す
べ
く
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

フォトコンテスト写真撮影会のようす

「歩ルッキング」（野菜畑あぜ道ハイキング）のようす

暮らし継がれている大型養蚕古民家
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き
っ
か
け
は
合
併
時
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

平
成
17
年
11
月
に
４
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
木
曽

町
は
、
人
口
は
１
万
３
０
０
０
人
な
が
ら
長
野
県
の
町
村

で
は
最
も
広
い
４
７
６
平
方
㌔
㍍
の
面
積
を
も
つ
。
合
併

し
た
自
治
体
の
連
合
加
盟
は
珍
し
い
が
、
木
曽
町
で
は
合

併
時
に
「
木
曽
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
そ

の
具
現
化
策
と
し
て
連
合
に
加
盟
を
申
請
、
全
国
で
９
番

目
の
加
盟
村
と
な
っ
た
。

　

当
初
か
ら
町
全
域
で
の
加
盟
を
望
ん
で
い
た
も
の
の
、

農
村
的
景
観
を
色
濃
く
保
ち
、
木
曽
馬
や
そ
ば
な
ど
の
地

域
資
源
を
有
す
る
開
田
高
原
の
地
域
加
盟
が
、
連
合
初
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
木
曽
町
全
体
で
は

１
万
人
以
下
の
加
入
要
件
に
抵
触
す
る
こ
と
、
木
曽
福
島

地
域
が
市
街
地
を
有
す
る
た
め
、連
合
が
意
図
す
る
「
村
」

よ
り
「
市
」
に
近
い
こ
と
、
さ
ら
に
合
併
間
も
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
全
体
に
統
一
感
が
乏
し
い
な
ど
の
理
由
が
あ
っ

た
。

開
田
高
原
の
取
り
組
み

　

認
定
を
受
け
た
開
田
高
原
で
は
、
住
民
で
つ
く
る
「
開

田
高
原
地
域
協
議
会
」
が
主
体
と
な
り
、
美
し
い
村
を
守

り
続
け
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

一
斉
ご
み
拾
い
は
、
協
議
会
が
購
入
し
た
自
走
式
草
刈

り
機
や
刈
り
払
い
機
を
貸
し
出
す
こ
と
で
作
業
を
し
や
す

く
し
、
次
第
に
学
校
や
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
の
団
体

が
参
加
す
る
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
に
な
り
、
ひ
と

り
で
広
範
囲
を
担
う
住
民
に
は
表
彰
す
る
こ
と
で
感
謝
の

意
を
伝
え
る
な
ど
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
、
や
が
て
散
在
す
る
廃
屋
や
廃
車
の

撤
去
、
壊
れ
た
水
車
の
修
復
や
旧
飛
騨
街
道
の
遊
歩
道
整

備
、
道
路
沿
い
の
支
障
木
の
伐
採
な
ど
の
大
規
模
作
業
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
地
元
有
志
が
織
り
機
の
収
集
や
復
元
に
努
め
、

木
曽
の
枕
詞
と
い
わ
れ
る
「
麻あ
さ

衣ぎ
ぬ

」
に
代
表
さ
れ
る
「
麻

織
文
化
」
の
再
生
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
開
田
高
原
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
「
姫
獅
子
舞
」
の
復
活
に
取
り
組
む
な

ど
、
美
し
い
村
に
奥
行
き
を
与
え
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
伝
統
文
化
の
継
承
に
も
力
を
注
い
だ
。

　

開
田
高
原
の
活
動
は
、
ご
み
拾
い
や
文
化
継
承
な
ど
ご

く
地
道
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
元
住
民
の
手
で
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
結
果
、
地
域
を
誇
り
に
思
う
住
民

が
確
実
に
増
え
た
と
言
え
る
。
行
政
も
柳
又
地
区
の
電
柱

の
移
転
を
進
め
て
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
へ
の
申

請
を
模
索
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
も
始

ま
っ
た
。
平
成
20
年
、
農
村
開
発
を
目
的
に
地
元
が
出
資

し
て
「
お
ん
た
け
有
機
合
同
会
社
」
を
設
立
。
連
合
協
賛

企
業
の
協
力
に
よ
り
商
品
開
発
し
た
ゴ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

地
元
の
特
産
品
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
付
加
価
値
を
つ

け
て
開
発
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　

寒
暖
の
差
が
激
し
い
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
素
材

の
味
そ
の
も
の
で
も
十
分
勝
負
で
き
る
が
、
あ
え
て
加
工

す
る
こ
と
が
経
済
活
動
と
雇
用
を
創
り
出
し
、
需
要
が
増

え
て
遊
休
地
が
活
用
さ
れ
、
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

御
嶽
山
、
木
曽
馬
な
ど
の
地
域
資
源
活
か
す

―
「
木
曽
ブ
ラ
ン
ド
確
立
」
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り―

5
長
野
県
木
曽
町

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

木
曽
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
長　

●　

木
村
恭
一

麻織り
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

木
曽
町
全
域
で
加
盟
へ

　

平
成
23
年
、
合
併
し
て
約
６
年
が
経
過
し
、
木
曽
町
も

一
体
と
し
て
そ
の
良
さ
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
全
町
加
盟
を
申
請
し
て
認
定
を
受
け
た
。

　

美
し
い
村
連
合
で
は
、
未
来
に
残
し
た
い
複
数
の
地
域

資
源
が
あ
る
こ
と
が
認
定
の
要
件
で
あ
り
、
全
町
認
定
に

あ
た
っ
て
木
曽
町
が
挙
げ
た
地
域
資
源
は
、「
木
曽
馬
」「
御

嶽
山
」「
街
道
文
化
」
の
三
つ
で
あ
る
。

　
「
木
曽
馬
」
は
、
日
本
在
来
馬
の
一
種
で
、
一
時
は
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
現
在
全
国
に
１
５
０
頭
、
町
内
で

は
約
40
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

　
「
御
嶽
山
」
は
、
３
０
６
７
㍍
の
独
立
峰
で
、
麓
か
ら

望
む
そ
の
雄
姿
は
観
光
客
を
魅
了
し
、
修
験
山
と
し
て
も

名
高
い
。
信
者
が
建
て
た
霊
神
碑
は
２
万
基
以
上
に
の
ぼ

り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
て
い

る
。
一
般
の
登
山
客
も
多
く
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
は
賑
わ
い

を
見
せ
る
。

　
「
街
道
文
化
」
は
、
人
と
情
報
が
行
き
交
う
中
山
道
の

中
間
点
に
位
置
し
、〝
木
の
国
〞
と
し
て
育
ま
れ
た
こ
の

地
方
特
有
の
文
化
を
指
す
。
歌
い
継
が
れ
た
民
謡
は
数
多

く
、
な
か
で
も
木
曽
節
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
宿

場
の
復
元
に
も
取
り
組
み
、
特
に
福
島
宿
上
の
段
で
は
、

古
民
家
を
店
舗
に
改
修
、
地
元
素
材
を
提
供
す
る
食
事
処

と
し
て
好
評
を
得
、
約
20
人
の
雇
用
も
生
み
出
し
た
。
宮

ノ
越
宿
は
木
曽
義
仲
所
縁
の
宿
場
で
、
松
並
木
の
宿
場
は

中
山
道
で
最
も
美
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

往
時
の
面
影
を
残
す
建
物
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

地
域
づ
く
り
は
、
町
屋
の
復
活
な
ど
宿
場
の
再
生
を
軸
と

す
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
地
元
建
築
材
の
活
用
や
木
曽
独

自
の
建
築
技
術
の
伝
承
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

「
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」
で

自
立
を
目
指
す

　

こ
れ
ら
を
総
括
す
る
取
り
組
み
が
「
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン

構
想
」
で
あ
る
。
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
構
想
は
、
温
泉
、
森

林
、
食
材
な
ど
木
曽
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
用
い
て
健
康
保

養
地
を
創
造
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
構
想
で
あ

る
。
総
合
的
な
自
然
療
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
間
が
持
つ
自
然
治
癒
力
を
引
き
出
し
、
免
疫
力
を
高
め

る
運
動
拠
点
と
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
に
、
木
曽
馬
を
使
っ
た
ホ
ー
ス
セ

ラ
ピ
ー
が
あ
る
。
乗
馬
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
有
酸
素

運
動
が
、
身
体
機
能
の
回
復
効
果
を
高
め
る
も
の
で
、
現

在
、
地
元
の
養
護
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
は

身
障
者
か
ら
健
常
者
ま
で
幅
広
い
層
を
受
け
入
れ
て
、
木

曽
馬
と
い
う
貴
重
な
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
保
存
し

て
い
き
た
い
。

　

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
の
他
に
も
、
森
林
浴
や
温
泉
浴
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
資
源
も
取
り
入
れ
た
複
合
的
な
健
康
保

養
地
化
を
目
指
し
て
お
り
、す
で
に
地
元
の
総
合
病
院「
木

曽
病
院
」
で
は
医
療
的
見
地
か
ら
二
カ
所
で
森
林
セ
ラ

ピ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
食
生
活
面
で
も
塩
を
使
わ
ず
乳
酸
菌
で
発
酵
さ

せ
た
健
康
的
な
漬
物
「
す
ん
き
」
が
あ
る
。
植
物
性
乳
酸

菌
由
来
の
機
能
性
を
持
つ
独
特
な
食
品
で
あ
り
、
こ
れ
に

付
加
価
値
を
つ
け
て
商
品
化
を
め
ざ
す
「
地
域
資
源

研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

木
曽
町
は
、心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
に
訪
れ
る
方
を
、

ま
ず
は
美
し
い
環
境
で
お
迎
え
す
る
こ
と
を
最
も
大

切
に
と
考
え
て
い
る
。
合
併
の
弊
害
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
、
気
持
ち
が
一
つ
に
な
る
に
は
も
っ
と
長
い
年
月

が
必
要
だ
が
、
美
し
い
村
を
宣
言
し
、
み
ん
な
で
美

し
い
村
づ
く
り
に
協
働
す
る
こ
と
で
、
や
が
て
気
持

ち
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
美
し

い
景
観
を
残
し
、
自
立
す
る
町
に
つ
な
が
る
と
い
う

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
宣
言
の
原
点
が
、
こ
こ

に
あ
る
。

御嶽山

福島宿

木曽馬
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女
優
・
吉
永
小
百
合
主
演
の
映
画
「
北
の
零
年
」
で
冒

頭
シ
ー
ン
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
水
中
の
し
だ
れ
桜
や
、
樹

齢
６
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
坪
井
の
し
だ
れ
桜
を
は

じ
め
、
高
山
村
に
は
樹
齢
百
年
を
超
え
る
と
さ
れ
た
桜
が

村
内
に
20
本
ほ
ど
点
在
し
、
春
に
は
一
本
桜
と
し
て
美
し

く
咲
き
誇
り
、
多
く
の
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
周
囲
の
扇
状
地
に
広
が
る
果
樹
・
田
園
地
帯
、

先
人
の
営
み
を
通
じ
て
根
付
い
た
農
山
村
集
落
と
山
並
み

と
が
調
和
し
、
そ
こ
に
住
む
人
達
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
高

山
村
固
有
の
美
し
い
景
観
や
、
心
が
癒
さ
れ
、
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
山
里
の
原
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

松
川
渓
谷
と
笠
岳
山
麓
の
自
然
美

　

本
村
の
85
％
は
森
林
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
東
部

山
岳
地
帯
は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
山
岳
地
帯
に
源
を
発
す
る
「
松
川
」
の
渓
谷
に
は
、

春
、
山
腹
に
点
在
す
る
山
桜
が
咲
き
誇
り
、
秋
は
広
葉
樹

が
一
斉
に
色
づ
き
Ｖ
字
の
渓
谷
を
錦
織
に
覆
う
。

　

笠
岳
（
標
高
２
０
７
６
㍍
）
の
山
麓
に
広
が
る
山
田
牧

場
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
牛
馬
が
放
牧
さ
れ
、
牧
歌

的
な
風
景
が
ス
イ
ス
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
日

没
時
に
は
北
ア
ル
プ
ス
が
一
望
で
き
る
雄
大
な
夕
景
に
会

え
る
。
冬
に
は
、
天
然
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
中
で
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
動
物
た
ち
の
雪
上
観
察
な
ど
を
楽
し

む
た
め
、
県
内
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
松
川
渓
谷
に
沿
っ
て
泉
質
を
異
に
す
る
８
つ
の

温
泉
は
、
古
く
か
ら
湯
治
の
宿
、
癒
し
の
温
泉
場
と
し
て

受
け
継
が
れ
た
伝
統
と
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

滝
の
裏
側
か
ら
迫
力
あ
る
滝
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
「
雷

滝
」、
落
差
１
８
０
㍍
に
８
つ
の
滝
壺
を
持
つ
「
八
滝
」、

岩
壁
に
三
段
の
滝
筋
を
彩
る
「
七
味
大
滝
」
等
、
幾
つ
も

の
勇
壮
な
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
保
全
型
の
農
村
景
観

　

昭
和
57
年
、
当
時
主
流
だ
っ
た
生
ご
み
の
焼
却
処
分
を

せ
ず
、「
地
力
増
進
施
設
」
で
生
ご
み
を
家
畜
ふ
ん
、
え

の
き
栽
培
の
廃
お
が
粉
と
と
も
に
堆
肥
に
し
て
農
地
に
還

元
す
る
「
環
境
に
配
慮
し
た
資
源
循
環
型
農
業
」
シ
ス
テ

ム
を
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
構
築
し
た
（
図
参
照
）。

　

そ
の
後
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
11
年
に
微
生

物
を
活
用
し
た
高
処
理
能
力
の
設
備
を
設
置
。
平
成
17
、

18
年
に
は
増
産
の
た
め
発
酵
レ
ー
ン
を
増
設
し
、
周
辺
住

民
へ
の
臭
気
対
策
の
た
め
原
材
料
の
脱
臭
棟
を
建
設
し
、

環
境
と
住
民
に
優
し
い
施
設
と
し
た
。

　

こ
の
堆
肥
「
フ
ク
イ
ハ
ラ
コ
ン
ポ
」
の
生
産
に
は
、
全

村
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
出
来
あ
が
っ
た

良
質
な
堆
肥
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
、
本
来

持
つ
美
味
し
さ
を
醸
し
出
し
、
農
家
の
み
な
ら
ず
村
内
外

の
消
費
者
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

主
力
農
産
物
の
リ
ン
ゴ
栽
培
に
も
こ
の
フ
ク
イ
ハ
ラ
コ

農
山
村
の
原
風
景
が
残
る
山
里
の
魅
力

―
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
里
め
ざ
す
村
づ
く
り―

6
長
野
県
高
山
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集
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山
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役
場
総
務
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図　環境保全型農業
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ン
ポ
が
活
用
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
人
工
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利

用
し
て
、
殺
虫
剤
の
使
用
を
抑
え
た
減
農
薬
栽
培
に
取
り

組
み
、
安
全
安
心
な
「
信
州
高
山
さ
わ
や
か
リ
ン
ゴ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
景
観
の
保

全
と
新
た
な
農
業
振
興
の
双
方
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
本
村
は
降
水
量
が
少
な
く
、
日
照
時
間
が
長
い
、

さ
ら
に
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
水
は
け
の
よ
い
土
壌

に
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
を
活
か
し
、
平
成
17
年
か
ら
ワ
イ

ン
葡
萄
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
省
力
栽
培
や
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ワ
イ
ン
葡
萄
で
醸

造
し
た
ワ
イ
ン
は
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
そ
の
評
価
は
高
い
。

　

米
作
り
に
お
い
て
も
農
薬
に
頼
ら
な
い
ア
イ
ガ
モ
農
法

や
不
耕
起
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
全
村
に
下
水
道

が
完
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
水
路
・
河
川
の
水
質
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
豊
か
な
田
園
風
景
を
戻

そ
う
と
村
内
各
地
で
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
山

村
は
、
安
全
で
安
心
な
環
境
に
や
さ
し
い
農
作
物
の
生
産

を
目
指
し
た
取
り
組
み
の
先
進
地
と
な
っ
て
い
る
。

山
里
の
原
風
景
を
次
代
へ
継
承

　

他
方
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
等

の
理
由
か
ら
、
農
林
業
の
担
い
手
が
減
少
し
、
手
入
れ
が

な
さ
れ
な
い
遊
休
荒
廃
農
地
・
森
林
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
団
地
の
増
加
で
、
周
囲
の
自
然
景
観
と
調

和
し
な
い
色
や
形
の
建
築
物
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
か
つ
て
の
美
し
く
生
き
生
き
と
し
た
農
村
景
観
は
、

徐
々
に
変
わ
り
始
め
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
景
観
保
全
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、

平
成
20
年
に
県
内
の
村
で
初
の
景
観
行
政
団
体
と
し
て
、

景
観
条
例
を
制
定
し
、
景
観
計
画
を
策
定
し
た
。

　
「
四
季
折
々
の

雄
大
な
眺
望
や
ホ

タ
ル
な
ど
の
生
物

が
存
在
し
う
る
豊

か
な
自
然
、
扇
状

地
に
広
が
る
果

樹
・
田
園
地
帯
や

先
人
の
営
み
を
通

じ
て
根
付
い
た
農

山
村
集
落
の
風

景
、
寺
院
や
史
跡

な
ど
に
長
い
年
月

を
刻
ん
で
き
た
歴

史
、
周
囲
の
山
並

み
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
な
ど
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
高
山

村
固
有
の
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
自
然

と
人
が
共
生
し
、
高
山
村
の
風
土
と
し
て
今
も
残
る
山
里

の
原
風
景
を
次
代
へ
継
承
す
る
。」（
高
山
村
景
観
条
例
第

２
条　

基
本
理
念
）

　

高
山
村
に
と
っ
て
は
、
の
ど
か
な
農
山
村
の
景
観
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
第
一
の
命
題
で
あ
り
、
大
自
然
と
一

体
と
な
っ
た
田
園
風
景
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
を
景
観

計
画
の
大
き
な
柱
と
し
た
。

　
「
高
山
村
の
風
土
と
し
て
今
も
残
る
山
里
の
原
風
景
を

次
代
へ
継
承
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
高
山
村
景

観
計
画
で
は
、
高
山
村
の
美
し
い
景
観
を
か
た
ち
づ
く
る

要
素
を
、「
自
然
」「
歴
史
」「
く
ら
し
」「
風
土
」
の
４
つ

に
分
類
し
、
要
素
ご
と
に
景
観
形
成
基
本
方
針
を
定
め
、

ま
た
、
村
内
を
地
形
や
人
々
の
暮
ら
し
の
営
み
な
ど
に
よ

り
５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
類
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
景
観

特
性
に
基
づ
く
景
観
形
成
方
針
も
定
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
方
針
に
沿
っ
た
景
観
保
全
策
と
し
て
、
建
築
物

等
の
届
出
基
準
や
景
観
形
成
基
準
な
ど
、
行
為
の
規
制
に

つ
い
て
も
定
め
て
い
る
が
、
総
じ
て
農
山
村
全
体
の
景
観

保
全
策
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
都
市
部

の
も
の
と
は
趣
の
異
な
る
景
観
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

訪
問
者
の
元
気
を
回
復
す
る
里

　

高
山
村
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
を
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

や
安
全
安
心
な
食
材
、
心
身
な
ど
を
癒
す
温
泉
な
ど
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
運
動
・
栄
養
・
休

養
・
生
き
が
い
の
要
素
を
有
し
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
元
気

を
回
復
す
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
里
を
、
こ
れ
か
ら
も

め
ざ
し
て
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ワイン葡萄畑

山田牧場
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東
白
川
村
は
、
岐
阜
県
の
美
濃
地
方
、
加
茂
郡
の
最
東

端
に
位
置
し
、
標
高
１
０
０
０
㍍
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

総
面
積
８
７
１
１
㌶
、
人
口
は
２
６
０
０
人
余
り
の
典
型

的
な
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
高
齢
化
率
は
37
・
８
％
（
２

０
１
１
年
12
月
末
）、
小
学
校
、
中
学
校
（
各
１
校
）
の

児
童
・
生
徒
数
は
２
１
２
人
と
、
少
子
高
齢
化
の
課
題
は
、

全
国
の
中
山
間
地
域
と
同
様
で
あ
る
。

県
内
に
２
つ
し
か
な
い
村
の
ひ
と
つ

　

岐
阜
県
に
は
、
平
成
の
大
合
併
以
降
、「
村
」
は
わ
ず

か
に
２
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
一
つ
は
全
国
的
に
、
と

い
う
よ
り
、
世
界
的
に
有
名
な
世
界
文
化
遺
産
・
白
川
郷

を
持
つ
白
川
村
で
あ
り
、
も
う
１
つ
が
わ
が
東
白
川
村
で

あ
る
。

　

白
川
村
よ
り
幾
分
？
知
名
度
が
低
い
わ
が
村
は
、
そ
の

村
名
か
ら
か
、
こ
の
白
川
村
の
東
に
位
置
す
る
村
か
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
以
前
は
、
よ
く
役
場
へ
「
今
年
の

合
掌
村
の
雪
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
か
「
道
路
は
何
セ
ン

チ
く
ら
い
雪
が
積
も
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
問
い

合
わ
せ
が
多
く
あ
っ
た
。
余
談
だ
が
、
岐
阜
県
の
地
図
を

思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

岐
阜
県
は
飛
騨
地
方
と
美
濃
地
方
に
分
か
れ
て
お
り
、

お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
地
図
の
真
ん
中
あ
た
り
に
線
を
入

れ
、
上
が
飛
騨
地
方
、
下
が
美
濃
地
方
と
な
る
。

　

白
川
郷
の
白
川
村
は
飛
騨
地
方
で
富
山
県
寄
り
、
美
濃

地
方
の
わ
が
村
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
愛
知
県
寄
り
で
あ

る
。
積
雪
も
東
白
川
村
で
は
、

１
シ
ー
ズ
ン
に
１
回
か
２
回
降

る
程
度
で
、
30
㌢
も
雪
が
積
も

れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
大
雪
！
」

と
い
っ
た
感
じ
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
白
川
村
の
隣
…
と

勘
違
い
さ
れ
る
よ
う
な
問
い
合

わ
せ
が
減
っ
た
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
幻

の
珍
獣
〝
つ
ち
の
こ
〞
に
懸
賞

を
懸
け
た
捕
獲
イ
ベ
ン
ト
を
始

め
、
そ
れ
が
定
着
し
て
き
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
元
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス

タ
ー
ト
時
に
生
け
捕
り
賞
金
１
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト

し
、見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
毎
年
１
万
円
ず
つ
ア
ッ
プ
す
る
、

と
い
う
も
の
で
、
幸
か
不
幸
か
？
ま
だ
、
見
つ
か
ら
ず
今

年
の
イ
ベ
ン
ト
の
賞
金
は
１
２
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

投
げ
た
小
石
の
波
紋
は
幾
重
に
も
広
が
り
、
今
や
「
東

白
川
」
と
い
う
村
名
は
覚
え
て
い
た
だ
け
な
く
て
も
〝
つ

ち
の
こ
村
〞
と
し
て
名
前
を
売
る
こ
と
と
な
っ
た
。

引
き
継
が
れ
て
い
る
互
助
慣
行

　

東
白
川
村
は
、
そ
の
村
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
清
流
白

川
が
村
の
東
西
を
貫
流
し
て
い
る
。
こ
の
白
川
と
そ
の
本

流
及
び
支
流
に
沿
っ
て
20
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

　

現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
死
語
と
な
っ
た
が
、
か
つ
て
村
に

は
互
助
慣
行
と
し
て
、
モ
ア
イ
（
共
同
労
働
）、
テ
マ
ガ

イ
（
交
換
労
働
）、
テ
ツ
ダ
イ
（
労
力
提
供
）
と
い
っ
た

東
白
川
を
後
世
に
残
す
た
め
に

―
住
民
に
根
付
く
互
助
精
神
で
つ
く
る
美
し
い
村―

7
岐
阜
県
東
白
川
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ
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岐
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慣
習
が
あ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
共
同
作
業
は
、
春
の
田
植
え
の
時
期
、
秋
の

収
穫
の
時
期
に
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
風
景
で
あ
っ
た
。

村
で
は
昭
和
60
年
代
か
ら
土
地
改
良
事
業
に
着
手
、
全
村

的
に
圃
場
整
備
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
水
田
面
積

も
大
型
化
し
、
水
田
作
業
は
一
変
し
た
。
機
械
化
営
農
組

合
の
発
足
に
よ
り
、
大
型
機
械
が
導
入
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

共
同
作
業
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
モ
ア
イ
と
呼
ば
れ
た
共
同
労
働
は
姿
を
消

し
た
。
今
で
は
、
葬
式
モ
ア
イ
（
お
葬
式
の
場
合
に
集
落

内
の
班
単
位
で
助
け
合
う
）が
そ
の
名
残
り
だ
。
こ
れ
も
、

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
等
の
進
出
で
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
言
葉
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
活
動

は
、
あ
る
意
味
、
現
在
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、
集
落
ご
と
の
環
境
整
備
活
動
や
、
花
か
ざ
り

活
動
で
あ
る
。舗
装
道
路
が
整
備
さ
れ
た
現
代
と
は
違
い
、

か
つ
て
は
〝
道
つ
く
り
〞
と
称
し
て
、
年
に
何
度
か
は
手

弁
当
で
道
路
の
修
繕
活
動
な
ど
の
共
同
作
業
を
行
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
引
き
継
が
れ
て
現
代
で
は
、
集
落
ご
と
に
道

路
沿
い
の
草
刈
り
作
業
で
あ
っ
た
り
、
花
植
え
活
動
で

あ
っ
た
り
、
川
掃
除
で
あ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
は
、
一
戸
一
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
行
政
が

お
願
い
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

村
全
体
で
年
２
回
の
河
川
清
掃
も

　

同
様
に
村
全
体
と
し
て
、
年
２
回
春
と
秋
に
村
民
に
呼

び
か
け
て
白
川
の
河
川
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
村
民
の
自

慢
で
も
あ
る
清
流
・
白
川
は
、
鮎
の
友
釣
り
が
有
名
で
あ

り
、
こ
の
友
釣
り
の
時
期
は
、
村
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

釣
り
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　

春
と
秋
、
白
川
の
河
川
清
掃
を
行
う
の
は
、
こ
の
鮎
の

友
釣
り
の
解
禁
（
毎
年
６
月
初
旬
）
前
と
、
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
に
な
る
10
月
頃
に
実
施
し
て
い
る
。
春
の
河
川
清
掃
は

行
政
が
主
導
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
秋
の
清
掃
は
、
村
の

観
光
協
会
と
商
工
会
が
主
催
し
て

実
施
し
て
い
る
。
毎
回
全
体
で
５

０
０
人
程
度
は
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
も
、
前
述
の
集
落
に
お
け

る
環
境
整
備
同
様
、
住
民
の
意
識

の
中
に
か
つ
て
の
互
助
慣
行
が
あ

り
、
地
域
を
よ
く
し
た
い
、
美
し

く
し
た
い
と
い
っ
た
気
持
が
あ
る

か
ら
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い

る
。

　

そ
ん
な
東
白
川
村
は
平
成
23

年
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
加
盟
理
由
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
ま
ず
村
に

は
、
観
光
資
源
と
呼
べ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
観
光
資

源
ど
こ
ろ
か
、
一
時
は
〝
ナ
イ
ナ
イ
村
〞
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
何
も
な
い
村
で
、「
む
し
ろ
そ
れ
を
売
り
に
し
て
は
ど

う
か
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

〝
ナ
イ
ナ
イ
村
〞
が
唯
一

誇
れ
る
の
は
美
し
い
自
然
風
景

　

例
え
ば
、
信
号
が
な
い
（
現
在
は
点
滅
信
号
が
あ
る
）、

国
道
（
現
在
１
路
線
）
が
な
い
、も
ち
ろ
ん
鉄
道
は
な
い
、

岐
阜
県
に
は
海
は
な
い
、
さ
ら
に
は
、
詳
細
は
省
く
が
、

村
は
明
治
初
期
新
政
府
の
行
っ
た
神
仏
分
離
政
策
か
ら
な

る
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
、
お
寺
が
壊
さ
れ
、
今
な
お
、
お

寺
は
な
い
。
冠
婚
葬
祭
全
て
を
神
道
で
行
う
と
い
う
全
国

で
も
珍
し
い
〝
お
寺
の
な
い
村
〞
で
あ
る
。

　

あ
る
の
は
た
だ
山
と
川
の
み
で
あ
る
。
そ
ん
な
ナ
イ
ナ

イ
村
が
村
外
に
向
け
唯
一
誇
れ
る
も
の
そ
れ
は
、
美
し
い

自
然
風
景
で
あ
る
。
こ
の
美
し
い
自
然
を
観
光
、
誘
客
の

目
玉
に
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
連
合
へ
の
仲
間

入
り
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
で
、
村
を
訪
れ
る
村
外
か
ら
の
お
客
さ
ん

は
、
村
の
自
然
景
観
を
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
、

村
に
住
ん
で
い
る
人
間
は
、
自
分
た
ち
の
村
が
美
し
い
と

い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
い
の
が
現
実
で
、
過
疎
化
・
高
齢

化
と
い
う
課
題
の
中
、
何
も
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
美
し
い

風
景
も
荒
廃
し
て
し
ま
う
。

　

村
民
性
と
も
い
う
べ
き
連
帯
感
に
加
え
、
自
分
た
ち
の

村
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
に
選
ば
れ
た
と
い
う
誇

り
と
自
覚
を
も
っ
て
、
こ
の
美
し
い
自
然
を
守
っ
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
後
世
に
残
し
伝
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

鮎の友釣り

環境整備作業

020-021　特集-岐阜県東白川村.indd   21020-021　特集-岐阜県東白川村.indd   21 2012/03/12   14:47:182012/03/12   14:47:18



2012・4月号 22

　

曽
爾
村
は
、
奈
良
県
の
東
北
端
に
位
置
し
、
三
重
県
名

張
市
、
津
市
、
奈
良
県
御
杖
村
、
宇
陀
市
及
び
東
吉
野
村

に
隣
接
し
て
い
る
谷
間
盆
地
で
あ
る
。

　

約
１
３
０
０
万
年
前
活
発
で
あ
っ
た
室
生
火
山
群
に

よ
っ
て
、
西
側
の
岩
肌
も
あ
ら
わ
な
鎧
岳
、
兜
岳
、
屏
風

岩
な
ど
の
珍
し
い
柱
状
節
理
の
美
形
は
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
側
に
位
置
す
る
倶
留
尊

山
、
亀
山
、
古
光
山
な
ど
の
な
だ
ら
か
な
山
々
と
そ
の
山

麓
に
開
け
る
雄
大
な
曽
爾
高
原
一
帯
は
室
生
赤
目
青
山
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

村
の
総
面
積
は
47
・
84
平
方
㌔
㍍
、
人
口
わ
ず
か
１
８

１
３
人
（
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
）
の
過
疎
地
域
で
あ

る
。
産
業
は
農
林
業
を
基
幹
と
し
て
い
る
が
、
農
業
は
経

営
規
模
も
小
さ
く
、
林
業
に
至
っ
て
は
近
年
の
木
材
価
格

の
低
迷
等
に
よ
り
山
林
を
良
好
に
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
な
ど
、
そ
の
経
営
基
盤
は
揺
ら
い
で
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
第
２
次
・
第
３
次
産
業
を
組
み
入
れ
た
複
合
経

営
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
促
進
の
た
め
に
取
り
組
む
諸
事
業

　

そ
の
た
め
、
村
で
は
豊
富
な
自
然
資
源
を
活
か
し
た
観

光
産
業
に
焦
点
を
当
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
▽
本
場
ド
イ
ツ
仕
込
み
の
地
ビ
ー

ル
▽
地
域
の
新
鮮
な
野
菜
を
食
材
に
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
▽

直
売
所
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
曽
爾
高
原
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
▽
曽
爾
の
大
自
然
で
育
ま
れ
た
お
米
を
使
っ
た
米
パ
ン

製
造
販
売
「
お
米
の
館
」
▽
美
人
の
湯
と
名
高
い
曽
爾
高

原
温
泉
「
お
亀
の
湯
」―

な
ど
を
整
備
し
た
結
果
、
平

成
10
年
度
に
比
べ
約
１
・
５
倍
の
約
46
万
４
０
０
０
人
近

い
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
来
訪
者
が
増
え
る
一
方
で
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
景
観
を
保
全
し
て
い

く
こ
と
に
課
題
・
問
題
も
生
ま
れ
て
き
た
。

　

そ
の
た
め
、
村
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
平
成
21
年

10
月
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
、
豊

か
な
農
山
村
の
景
観
や
環
境･

文
化
を
守
る
活
動
、
自
ら

の
村
に
誇
り
を
持
っ
て
自
立
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し

い
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
、
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
。

ス
ス
キ
の
草
原
や
「
名
水
」
の
湧
き
水
も

　

そ
の
連
合
に
評
価
さ
れ
た
「
曽
爾
高
原
」
は
ス
ス
キ
で

一
面
に
覆
わ
れ
た
草
原
で
、
３
月
中
頃
に
毎
年
山
焼
き
が

行
わ
れ
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
一
面
に
青
い
絨
毯
が
敷

豊
富
な
自
然
資
源
活
か
し
観
光
に
注
力

―
日
本
で
〝
最
も
美
し
い
高
原
〞
を
目
指
し
て―

8
奈
良
県
曽
爾
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

奈
良
県
曽
爾
村 

総
務
課　

●　

森
澤
英
之

曽爾村地図

ススキで覆われた草原を山焼き
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

か
れ
た
よ
う
な
爽
快
な
姿
を
見
せ
る
。

　

秋
に
は
ス
ス
キ
の
穂
が
陽
射
し
を
浴
び
て
銀
色
・
金
色

に
輝
き
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
ま
た
、
曽
爾
高

原
の
中
腹
に
は
「
お
亀
伝
説
」
が
残
る
お
亀
池
が
あ
り
、

湿
原
特
有
の
希
少
な
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

曽
爾
高
原
の
ス
ス
キ
は
、
昔
、
在
所
地
区
の
屋
根
の
材

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
現
在
、
ス
ス
キ
以
外
の
植
物

の
生
育
を
抑
え
、
山
焼
き
で
発
生
し
た
灰
は
肥
料
と
す
る

目
的
で
毎
年
３
月
に
地
元
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
山
焼

き
が
行
わ
れ
守
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
曽
爾
高
原
か
ら
の
湧
き
水
が「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
お
亀
池
を
中
心
と
し
た
点
在
す
る

「
曽
爾
高
原
湧
水
群
」
は
、
地
域
の
豊
か
な
生
物
を
育
む

源
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
に
は
サ
サ
ユ
リ
や
サ
ギ
ス
ゲ
の

群
生
等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
自
然
を
保
全
す

る
た
め
「
曽
爾
村
環
境
保
全
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
曽
爾
高
原
の
隣
接
に
は
、
国
立
曽
爾
青
少
年
自

然
の
家
が
あ
り
、
近
畿･

中
部
圏
よ
り
青
少
年
が
施
設
を

利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
利
用
者
は
曽
爾
高
原
の
自
然

に
触
れ
、
ま
た
専
門
の
指
導
員
等
に
よ
る
自
然
環
境
に
関

す
る
体
感
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

過
渡
期
を
迎
え
た
自
然
の
産
物

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
曽
爾
高
原
は
今
、
過
渡
期
を
迎

え
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
あ
る
い
は
人
間
が

自
然
の
摂
理
を
壊
し
て
い
る
の
か
、
ス
ス
キ
の
生
育
が
芳

し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
答
え
を
知
る
に
は

ス
ス
キ
の
生
育
状
況
を
見
守
る
よ
り
他
は
な
い
が
、
自
然

景
観
を
観
光
客
誘
致
の
資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
自
治

体
に
と
っ
て
保
全
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

従
来
、
曽
爾
高
原
を
管
理
・
保
全
す
る
た
め
に
、
青
年

団
が
定
期
的
な
ゴ
ミ
拾
い
、
高
原
の
在
所
自
治
会
が
肥
料

や
り
、
そ
し
て
新
し
い
息
吹
を
芽
生
え
さ
せ
る
た
め
山
焼

き
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

の
減
少
は
そ
の
活
動
を
困
難
な
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
は
辞
退
を
申
し
出
た
。

　

そ
ん
な
中
、
有
志
に
よ
る
会
を
結
成
し
、
曽
爾
高
原
を

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
会
が
発
足
し
た
。
そ
れ
が
「
曽
爾

高
原
守
る
会
」
で
あ
る
。

　

十
数
名
の
会
で
は
あ
る
が
、
行
政
か
ら
の
働
き
か
け
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、「
曽
爾
高
原
」
を
守
り
続
け
よ
う

と
思
う
人
々
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

　

景
観
を
守
る
た
め
に
は
こ
う
し
た
団
体
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
村
は
こ
れ
か

ら
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
続
け
た
い
。

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

　

曽
爾
村
は
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
「
曽
爾

高
原
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
限
り
は
、
自
然
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
か
つ
観
光

に
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
に
〝
安
ら
ぎ
を
与
え
る
場
所
〞

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裏
側
で
地
域
の
人
々
が
こ

の
高
原
の
存
続
に
大
変
な
労
力
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
、
村
で
は
昔
の
よ
う
に
背
丈
の
あ
る
ス
ス
キ
を
復

活
さ
せ
る
た
め
に
調
査･

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
観
賞
さ

れ
る
方
は
「
一
度
失
っ
た
自
然
は
取
り
戻
す
の
に
長
い
年

月
を
要
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
自
然
の
中

の
ス
ス
キ
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
曽
爾
村
の
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
に
は
、
地
方
自
治
体
の
み
な
ら
ず
住
民
・
民
間
企
業

そ
し
て
、
曽
爾
村
を
訪
れ
る
来
訪
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
景
観
づ
く
り
に
対
す
る
共
通
の
認
識
を

持
つ
こ
と
が
ま
ず
第
一
歩
で
あ
り
、
何
を
す
れ
ば
美
し
い

村
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
、今
後
村
民
が
一
致
協
力
し
て
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
「
曽
爾
村
」
の
景
観
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
景
観
・
環
境
保
全
に
対
す
る
知
識
な
ど
欠
如

し
て
い
る
部
分
は
多
い
が
、
曽
爾
村
の
自
然
を
守
っ
て
い

く
、
日
本
で
最
も
美
し
い
高
原
を
目
指
し
て
と
い
う
志
を

高
く
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

「名水百選」に選定されている曽爾高原の湧き水
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本
山
町
は
、
四
国
の
中
央
に
位
置
し
、
四
方
を
標
高
１

０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
北
側
に
は
標
高

１
５
０
０
ｍ
級
の
工
石
山
や
白
髪
山
の
石
鎚
山
系
が
連
な

る
風
光
明
美
な
町
で
あ
る
。
高
知
市
か
ら
北
に
向
か
っ
て

車
で
約
１
時
間
の
距
離
で
、
町
面
積
は
１
３
４
・
２
１
平

方
㌔
㍍
、
そ
の
う
ち
91
％
を
山
林
が
占
め
る
。

　

産
業
は
第
一
次
産
業
が
主
力
で
あ
り
、
林
業
、
米
、
園

芸
、
特
用
林
産
物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
花
の
町
」
と
し
て
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

や
桜
な
ど
の
見
所
も
多
く
、
春
に
は
町
の
い
た
る
所
が
美

し
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
。

　

町
の
中
央
に
は
、日
本
三
大
暴
川
の
一
つ
四
国
三
郎「
吉

野
川
」
が
流
れ
、
上
流
部
に
は
、「
四
国
の
水
瓶
」
と
言

わ
れ
る
早
明
浦
ダ
ム
（
左
岸
側
が
本
山
町
）
が
存
在
す
る
。

人
口
は
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
３
９
１
１
人
、
高
齢

化
率
は
40
・
９
％
の
中
山
間
地
域
で
あ
る
。

経
営
厳
し
く
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
家

　

町
に
は
約
１
８
０
㌶
の
水
田
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

水
田
は
、
吉
野
川
両
岸
に
あ
る
幾
多
も
の
支
流
を
水
源
と

し
て
、
急
峻
な
土
地
を
切
り
開
き
、
等
高
線
に
沿
っ
た
湾

曲
し
た
棚
田
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
急
峻
で

あ
る
地
理
的
条
件
か
ら
、
水
利
整
備
や
ほ
場
整
備
が
さ
れ

て
い
な
い
状
態
だ
。

　

こ
の
地
域
の
農
家
は
、水
田
へ
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
、

谷
川
か
ら
何
キ
ロ
も
パ
イ
プ
を
張
り
巡
ら
せ
る
工
夫
や
機

械
の
乗
り
入
れ
が
困
難
な
水
田
は
手
作
業
で
管
理
す
る
な

ど
、
大
昔
か
ら
の
棚
田
を
守
っ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
水
田
を
維
持
す
る
に
は
、
広
い
畦

畔
の
草
刈
り
や
畔
塗
り
、
水
管
理
な
ど
、
平
坦
な
水
田
に

比
べ
耕
作
条
件
が
大
変
厳
し
い
。
こ
の
状
況
下
で
、
さ
ら

に
米
価
の
低
迷
、
肥
料
の
高
騰
な
ど
が
加
わ
り
、
水
稲
経

営
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
稲
作
農
業
へ
の
後
継
者
が
育

た
ず
、
農
家
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
棚
田
の
耕
作
放
棄
地
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

水
田
と
共
に
築
か
れ
て
き
た
農
山
村
の
暮
ら
し
や
環
境
も

崩
壊
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
協
議
会
設
立

　

こ
の
状
況
に
不
安
を
抱
い
た
農
家
た
ち
は
平
成
20
年
２

月
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
水
田
を
守
り
、
魅
力
あ
る
稲
作

農
業
を
創
造
す
る
た
め
、
本
山
町
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
（
以
後
協
議
会
）
を
設
立
し
た
。

　

し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
言
っ
て
も
、
全
国
的
に
は
コ

メ
過
剰
の
状
態
。
ま
た
高
知
の
コ
メ
と
言
え
ば
、
早
場
米

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
消
費
者
に
根
付
く
ブ
ラ
ン
ド

と
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
大
き
な

問
題
に
突
き
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
協
議
会
は
、
こ
の
地
域
に
あ
る
付
加
価
値
を
模

索
す
る
た
め
、
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
地
域
の
歴
史
掘

り
起
こ
し
、
地
域
に
残
る
環
境
、
良
食
味
の
品
種
や
生
産

方
法
の
追
究
な
ど
、
１
年
間
の
調
査
を
重
ね
、
ブ
ラ
ン
ド

化
戦
略
を
策
定
し
た
。
こ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
ブ

ラ
ン
ド
米
「
土
佐
天
空
の
郷
」
で
あ
る
。

　

21
年
産
米
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
「
土
佐
天
空
の
郷
」

は
、
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
る
品
評
会
に
も
出
品
し
、
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
21
年
産
、
22
年
産
と
特
別
優
秀
賞
、
23
年

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
棚
田
を
守
る

―
日
本
一
お
い
し
い
コ
メ
の
産
地
に
観
光
客
が―

9
高
知
県
本
山
町

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

本
山
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事　

●　

大
西
千
之

土佐天空の郷
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特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

産
に
は
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
22
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
お
米
日
本
一
コ
ン

テ
ス
トin

し
ず
お
か
」
で
は
、
西
日
本
で
初
め
て
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
品
種
以
外
で
も
、
最
高
峰
の
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
。
こ
れ
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、〝
日
本
一
お
い
し

い
コ
メ
〞
と
し
て
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
全
生
産
農
家
は
、
先
人
が
残
し
た
環
境
を
よ
り

良
い
形
で
後
継
者
に
つ
な
ぎ
た
い
、
と
県
が
認
定
す
る
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
土
づ
く
り
や
減
化
学
肥
料
、
減
農
薬
な

ど
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
者
）
を
取
得
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
を
推
進
し
て
い
る
。

棚
田
が
観
光
の
素
材
に
変
貌

　

知
名
度
が
高
ま
り
始
め
た
コ
メ
の
影
響
も
あ
り
、
生
産

地
で
あ
る
棚
田
に
は
、
写
真
家
や
観
光
、
視
察
の
方
な
ど

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
山
町
の
棚
田
の
ほ
と
ん
ど
は
山
林
に
覆
わ
れ
一
望
で

き
る
場
所
は
少
な
い
が
、
吉
延
地
区
、
大
石
地
区
の
棚
田

は
、
吉
野
川
の
支
流
、
樫
ノ
川
の
両
岸
に
広
が
る
棚
田
が

そ
の
河
川
沿
い
に
奥
深
く
、
一
望
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

こ
こ
を
訪
れ
る
方
々
は
「
こ
の
風
景
は
、
ま
さ
に
日
本
の

原
風
景
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
魅
了
さ
せ
る
」
と
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
耕
作
悪
条
件
の
中
で
経
営
の
一
部
と
し
て

の
み
維
持
さ
れ
て
き
た
棚
田
が
今
、
町
の
代
表
的
な
観
光

の
拠
点
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

協
議
会
は
、
コ
メ
の
品
質
や
食
味
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
各
地
の
コ
メ
販
売
店
を
招

い
た
産
地
見
学
ツ
ア
ー
や
県
内
の
親
子
を
招
い
た
「
田
ん

ぼ
の
生
き
物
調
査
隊
」、
水
田
の
果
た
す
役
割
や
そ
の
大

切
さ
な
ど
を
伝
え
る
勉
強
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
天
空
の
郷
芸
術
祭
」
と
題
し
、古
代
米
を
使
っ

た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
製
作
や
収
穫
祭
、
棚
田
の
一
画
を
会

場
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
農
家
と
消
費
者
と
の
ふ
れ

あ
い
で
心
に
残
る
棚
田
「
土
佐
天
空
の
郷
」
の
創
造
を
目

指
し
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　
「
土
佐
天
空
の
郷
」
の
取
り
組
み
は
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

棚
田
の
保
全
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
、
様
々
な
分
野
へ

の
波
及
効
果
を
期
待
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

汗
見
川
の
清
流
保
全
と
交
流
体
験
事
業
も

　

本
山
町
の
北
部
に
位
置
す
る
汗あ
せ

見み

川か
わ

は
、
吉
野
川
に
合

流
す
る
川
で
あ
る
。
汗
見
川
流
域
に
は
「
土
佐
の
名
水
40

選
」
が
２
カ
所
あ
り
、
ま
す
淵
、
お
釜
、
お
つ
げ
淵
な
ど

の
景
勝
地
や
川
に
ち
な
ん
だ
伝
説
・
昔
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

流
域
は
三
波
川
帯
の
地
層
で
、
中
で
も
高
知
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
藍ら
ん

閃せ
ん

石せ
き

に
包
ま
れ
た
枕
状
溶
岩

や
、
県
立
自
然
公
園
「
白
髪
山
」
に
あ
る
桧
の
白
骨
林
な

ど
は
見
所
の
１
つ
だ
。
秋
の
紅
葉
、
春
の
川
岸
に
は
キ
シ

ツ
ツ
ジ
、
夏
は
流
域
全
体
で
キ
ャ
ン
プ
、
川
遊
び
な
ど
で
、

県
内
外
か

ら
多
く
の

交
流
人
口

が
訪
れ

る
。

　

流
域
に

あ
る
６
地

域
で
は
、

こ
の
清
流

を
保
全
し

て
い
こ
う

と
、
昭
和

47
年
に

「
汗
見
川
を
美
し
く
す
る
会
」
を
設
立
。
毎
年
４
月
に
流

域
住
民
全
員
が
参
加
し
て
、
清
掃
や
桜
の
植
樹
、
道
路
沿

い
の
支
障
木
の
伐
採
、
年
に
２
回
の
県
道
沿
い
の
草
刈
作

業
も
実
施
す
る
な
ど
、
流
域
住
民
全
体
で
環
境
保
全
や
景

観
保
全
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
で
は
、
交
流
体
験
事
業
に
も
取
り
組
み
、
汗

見
川
の
清
流
を
活
か
し
て
「
キ
シ
ツ
ツ
ジ
体
験
ツ
ア
ー
」

や
夏
場
に
は
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
「
高
知
・
本

山
汗
見
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
20
年
か
ら
は
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設
を
宿
泊

施
設
と
し
て
、
地
域
で
組
織
さ
れ
た
活
性
化
団
体
が
主
体

と
な
り
運
営
を
始
め
、農
林
業
体
験
や
地
域
食
材
の
提
供
、

交
流
事
業
の
受
け
入
れ
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　

流
域
で
は
清
流
の
保
全
活
動
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

な
ど
、
次
代
に
つ
な
が
る
「
住
み
た
く
な
る
元
気
あ
る
地

域
」
を
目
指
し
、
活
動
を
通
じ
て
人
づ
く
り
も
進
め
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

棚田

汗見川
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大
分
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
由
布
市
の
塚
原
地
区

は
、
中
心
街
か
ら
由
布
岳
の
側
面
を
登
っ
た
標
高
６
０
０

㍍
の
高
原
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
。

　

西
に
由
布
盆
地
、
東
に
別
府
温
泉
、
南
に
由
布
岳
、
鶴

見
岳
を
望
む
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
る
。
日
出
生
台
、
十

文
字
台
の
高
原
地
帯
に
も
隣
接
し
、
古
く
か
ら
人
の
営
み

が
あ
り
田
畑
や
牧
場
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
区
は
、
か
つ
て
塚
原
村
で
あ
っ
た
が
、
合
併
に

よ
り
昭
和
30
年
に
大
分
郡
湯
布
院
町
塚
原
、
平
成
17
年
に

は
庄
内
町
・
狭
間
町
・
湯
布
院
町
の
合
併
に
よ
っ
て
、
由

布
市
湯
布
院
町
塚
原
と
な
っ
た
。

雄
大
な
農
村
景
観
に
多
く
の
観
光
客

　

塚
原
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
を
奏
で
る
こ
と
が

で
き
、
名
峰
・
由
布
岳
を
背
景
に
、
稲
作
風
景
が
広
が
り
、

　

雑
木
林
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

　

春
は
由
布
岳
、
鶴
見
岳
の
山
桜
や
原
野
の
野
焼
き
、
夏

は
涼
し
さ
と
鮮
や
か
な
緑
の
山
々
に
野
鳥
の
囀
り
、
秋
は

紅
葉
と
美
味
し
い
高
原
野
菜
、
冬
は
南
国
九
州
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
ほ
ど
遠
く
、
極
寒
の
地
と
な
り
、
北
西
の
強
風
、

一
面
雪
景
色
と
な
り
、
下
界
で
は
味
わ
え
な
い
厳
し
さ
が

あ
り
こ
れ
も
魅
力
の
１
つ
で
あ
る
。

　

塚
原
は
、
全
国
的
に
有
名
な
湯
布
院
温
泉
郷
（
塚
原
、

湯
布
院
、
湯
平
）
の
一
角
に
あ
り
、
そ
の
湧
出
量
も
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
遊
園
地
や
名
所
旧
跡
、
城
下

町
も
な
く
、
歓
楽
街
が
あ
る
に
ぎ
や
か
な
温
泉
地
で
は
な

い
が
、
緑
に
囲
ま
れ
た
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
と
安
ら

ぎ
を
求
め
て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

ま
た
、
山
懐
に
抱
か
れ
た
牧
場
で
育
て
ら
れ
た
乳
牛
か

ら
搾
乳
さ
れ
る
牛
乳
も
、
１
年
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
、
滋

味
豊
か
な
味
わ
い
を
景
観
と
と
も
に
楽
し
め
る
。ま
さ
に
、

自
然
と
の
共
生
の
中
で
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
。

自
然
共
生
と
伝
統

　

塚
原
に
は
昔
か
ら
延
々
と
続
く
、
伝
統
行
事
な
ど
自
然

の
中
で
の
古
く
か
ら
の
営
み
が
数
多
く
残
る
地
区
で
あ

る
。
一
夜
に
し
て
99
の
塚
を
作
っ
た
鬼
た
ち
の
昔
話
も
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
「
鬼
た
ち
が
里
人
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
の
を
神
々
が

見
て
こ
れ
で
は
里
人
が
あ
ま
り
に
も
可
哀
想
だ
と
思
い
、

こ
の
土
地
か
ら
鬼
を
追
い
払
っ
て
く
れ
、
豊
か
で
住
み
良

い
村
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
」と
い
う
話
に
ち
な
ん
で
、神
々

に
感
謝
す
る
た
め
１
年
を
通
じ
て
祭
り
が
あ
る
。
塚
原
の

塚
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
様
が
祭
ら
れ
、
山
の
神
、
水
の
神
、

火
の
神
、
土
の
神
な
ど
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
地
名
の
由
来

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
甘
酒
祭
り
」
は
、
そ
の
年

に
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
使
い
、
霧
嶋
神
社
の
水
で
甘
酒
を

造
り
、
神
様
に
奉
納
し
て
感
謝
す
る
習
わ
し
で
あ
る
。
江

戸
期
・
天
明
（
１
７
８
１
年
）
に
す
で
に
開
催
さ
れ
た
と

記
録
に
残
っ
て
い
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
伝
統
が
受
け
継

が
れ
て
来
た
の
は
、「
住
み
よ
い
里
づ
く
り
」
と
い
う
志

歴
史
と
ロ
マ
ン
溢
れ
る
景
観
と
環
境
保
全

―
新
旧
住
民
が
協
力
し
て
美
し
い
農
村
を
守
る―

10
大
分
県
由
布
市

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

塚
原
財
産
管
理
組
合 

組
合
長

美
し
い
村
塚
原
協
議
会　

副
会
長　

●　

伊
東
靖
彦

山々を望む稲作風景
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が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連

合
」
の
活
動
に
賛
同
し
、
加
盟
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
塚

原
地
区
の
美
し
い
村
づ
く
り
を
次
の
通
り
紹
介
す
る
。

保
全
活
動
と
地
域
の
活
性
化

　

塚
原
で
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
、
す
ず
竹
（
高
野
竹
）

が
あ
り
、
ノ
リ
ミ
ス
を
編
ん
で
収
入
を
得
て
い
た
が
、
突

然
、
竹
が
枯
れ
て
し
ま
い
、
生
計
の
た
め
の
仕
事
を
失
っ

た
人
々
は
村
外
に
働
き
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
時
、
塚
原
財
産
管
理
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
雄

大
な
土
地
を
利
用
し
て
畜
産
を
計
画
し
、
野
草
の
地
を
立

派
な
飼
料
畑
に
造
り
か
え
、「
塚
原
牧
場
」
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
バ
ブ
ル
期
の
開
発
の
波
は
、
塚
原
に
も
押
し

寄
せ
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
な
ど
の
大
型
開
発
の
計
画
が
持
ち

上
が
っ
た
が
、
住
民
た
ち
で
、
こ
の
土
地
の
美
し
い
農
村

景
観
を
守
り
続
け
た
。

　

平
成
３
年
に
は
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一
堂
に
集
め

て
優
劣
を
競
う
大
会「
第
６
回　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

が
鶴
見
岳
山
麓
で
開
催
さ
れ
、
皇
族
の
方
々
の
出
席
の
栄

誉
に
浴
し
た
。

　

塚
原
は
大
分
県
に
お
け
る
畜
産
発
祥
の
地
で
あ
り
、

山
々
を
バ
ッ
ク
に
、
丘
陵
の
牧
草
地
は
優
雅
な
曲
線
を
描

き
、
た
い
へ
ん
牧
歌
的
な
風
景
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
年
前
か
ら
鶴
見
岳
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土

地
を
大
手
企
業
の
力
を
借
り
て
植
林
を
行
っ
て
い
る
。
数

年
後
に
は
、
秋
に
は
紅
葉
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
楽
し
み
で
あ
る
。
今
後
も
植
林
を
続
け
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

一
方
、
塚
原
地
区
に
は
時
代
の
流
れ
か
ら
東
西
に
高
速

道
路
が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
々
ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
も
で

き
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
風
景
に
は
似
合
わ
な
い
と
思
う

が
、
便
利
さ
な
ど
を
考
え
る
と
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
思

う
。

皆
で
協
力
し
美
し
い
村
を
守
る

　

塚
原
は
、
過
去
に
３
度
の
大
き
な
台
風
に
襲
わ
れ
た
。

中
で
も
昭
和
57
年
に
は
霧
嶋
神
社
が
由
布
岳
か
ら
の
土
砂

に
埋
ま
り
、
参
道
の
千
年
杉
と
千
年
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
枯

れ
て
し
ま
っ
た
。
氏
子
た
ち
は
、
こ
れ
に
も
負
け
ず
に
再

建
に
取
り
組
み
、
今
で
は
元
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

　

た
だ
、「
雛
戸
川
」
の
水
量
が
10
年
前
に
比
べ
て
半
分

の
量
に
な
っ
て
い
る
。
野
生
の
猪
、
鹿
が
増
え
て
農
家
や

林
業
家
が
困
っ
て
い
る
。
農
家
の
人
た
ち
の
意
欲
が
半
減

す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
住
民
十
数
名
が
猟
師
の

免
許
を
取
り
、
猪
や
鹿
な
ど
害
獣
の
捕
獲
に
当
た
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
持
っ
た
人

が
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
過
疎
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
自
治
活
動
に

お
い
て
何
か
と
問
題
も

増
え
て
き
て
い
る
。

　

今
後
は
、
新
旧
住
民

同
士
が
お
互
い
理
解
し

て
、
活
動
を
し
な
け
れ

ば「
美
し
い
村　

塚
原
」

は
守
れ
な
い
と
思
う
。

そ
う
し
て
、
住
民
の
誰

も
が
地
域
に
誇
り
を
持

ち
、
協
力
し
、
豊
か
で

住
み
良
い
里
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

大分県の畜産発祥地　塚原

冬は一面雪景色

緑に包まれた集落
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豊
か
な
自
然
と
人
と
歴
史
が
出
会
う
ま
ち

　

高
原
町
は
、
宮
崎
県
の
西
南
部
、
国
立
公
園
霧
島
山
を

境
に
、
鹿
児
島
県
と
接
す
る
静
か
な
山
あ
い
に
位
置
し
て

い
る
。
人
口
は
約
９
千
８
０
０
人
。
面
積
は
38
㎢
で
、
そ

の
約
50
％
を
山
林
原
野
が
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
霧
島
山
系
か
ら
豊
富
な
湧
水
が
大
小
河
川
と
な

り
町
内
を
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
と
緑
に
富
ん
だ
自

然
豊
か
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

町
の
基
幹

産
業
は
農
業

で
、
中
で
も

畜
産
業
の
割

合
が
高
く
、

農
業
粗
生
産

額
の
７
割
超

は
畜
産
で
占

め
ら
れ
て
い

る
。
と
り
わ

け
、
肉
用
牛
の
生
産
が
盛
ん
で
、
そ
の
肉
質
の
良
さ
は
県

内
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

連
合
登
録
地
域
資
源
で
も
あ
る
霧
島
山
の
秀
峰
「
高
千

穂
峰
」
は
、
昭
和
９
年
に
日
本
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国

立
公
園
「
霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
」
内
に
そ
び
え
て
い
る
。

　
「
高
千
穂
峰
」
は
天
孫
降
臨
の
地
（
神
々
の
舞
い
降
り

た
地
）
と
し
て
も

名
高
く
、
神
話
伝

説
も
数
多
く
言
い

伝
え
ら
れ
て
お

り
、峰
の
頂
に
は
、

天
孫
降
臨
の
際
に

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

が
突
き
立
て
た
と

い
わ
れ
て
い
る

「
天
逆
鉾
」
が
あ

る
。
か
の
坂
本
龍

馬
は
新
婚
旅
行
で

訪
れ
、
こ
の
逆
鉾

を
抜
こ
う
と
し

た
、
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

高
千
穂
峰
の
麓
に
は
、
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
周

囲
４
㌔
㍍
、
最
大
水
深
１
０
３
㍍
の
火
口
湖
「
御
池
（
み

い
け
）」
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
森
が
訪
れ
る
方
々
の
心
と

体
を
癒
し
て
く
れ
る
。
こ
の
「
御
池
」
は
、
全
国
で
も
４

カ
所
し
か
な
い
国
設
の
「
野
鳥
の
森
」
の
指
定
も
受
け
て

お
り
、
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
広
葉
樹
の
森
に
、
ヤ
イ

ロ
チ
ョ
ウ
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
等
の
多
く
野
鳥
が
飛
来
す

る
。

　

ま
た
、御
池
野
鳥
の
森
公
園
に
は
、４
タ
イ
プ
の
コ
テ
ー

ジ
が
あ
り
、
キ
ッ
チ
ン
や
冷
暖
房
も
完
備
し
、
年
間
を
通

じ
て
居
住
性
は
快
適
な
霧
島
観
光
の
基
地
と
し
て
も
利
用

で
き
る
。

　

高
千
穂
峰
の
周
囲
に
は
、平
安
時
代
に
整
備
さ
れ
た「
霧

島
六
社
権
現
」
と
い
う
６
つ
の
社
寺
が
あ
り
、
そ
の
中
の

狭
野
神
社
、
霧
島
東
神
社
が
高
原
町
に
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
神
社
お
よ
び
氏
子
の
家
に
は「
狭
野
神
楽
」

景
観
や
環
境
・
文
化
を
守
る
活
動

―
霧
島
山
麓
の
小
さ
な
ま
ち
が
輝
き
続
け
る
た
め
に―

11
宮
崎
県
高
原
町

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

高
原
町 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観
光
係 

主
査　

●　

岸
元
誠
樹

高原町地図

霧島山の秀峰「高千穂峰」の頂にある天逆鉾

国指定重要無形民俗文化財「高原の神舞」（祓川神楽の十二人剱）
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「
祓
川
神
楽
」
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
２
つ
の
神
楽

を
総
称
し
て
「
高
原
の
神
舞
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の

神
舞
と
は
、
江
戸
時
代
、
民
家
の
庭
先
に
大
規
模
な
舞
庭

を
作
り
、
夜
を
徹
し
て
舞
わ
れ
る
旧
薩
摩
藩
内
の
神
楽
を

指
し
、
こ
の
大
規
模
な
屋
外
の
舞
庭
の
他
、
真
剣
や
長
刀

な
ど
武
器
を
使
用
し
た
舞
が
多
い
こ
と
や
、
舞
い
な
が
ら

神
歌
を
歌
わ
な
い
こ
と
、
岩
戸
神
話
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
旧
薩
摩
藩
の
神
舞
の
多
く
が
衰
退
あ
る
い
は
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
高
原
町
の
狭
野

神
楽
、
祓
川
神
楽
は
古
来
の
神
楽
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

現
在
も
夜
を
徹
し
て
様
々
な
舞
が
奉
納
さ
れ
、
訪
れ
た

人
々
を
魅
了
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
価
値
が
認
め
ら
れ
、「
高
原
の
神
舞
」
は
平

成
22
年
３
月
11
日
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。「

日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
づ
く
り
を

目
指
し
て

　

平
成
18
年
10
月
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
た
高
原
町
は
、
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い

町
の
景
観
・
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
小
さ
く
て
も
輝
く
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
域
づ
く
り
を
知
恵
を
出
し
合
い
、
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
今
後
も
地
域
住
民
が
自
ら
の

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
高
原
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し

い
地
域
で
あ
り
、
住
民
自
ら
の
積
極
的
な
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、「
高
原
町
美
し
い
村
づ
く
り
推
進
事
業
支
援

補
助
金
」
を
制
定
。
美
し
い
村
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行

う
地
域
の
団
体
等
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
高
原
町
美
し
い
村
づ
く
り
推
進
事
業
支
援
補
助

金
」
に
つ
い
て
は
、
１
団
体
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
22
年
度
に
は
８
団
体
、
平
成

23
年
度
に
は
13
の
団
体
が
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
地
域
の
道
路
、
水
路
等
の
環
境

美
化
活
動
や
道
路
残
地
等
へ
の
花
の
植
栽
整
備
の
ほ
か
、

「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
の
伝
承
や
「
お
ね
っ
こ
た
っ
こ
」「
六

月
灯
」
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
伝
統
行
事
の
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
12
月
に
行
わ
れ
る
狭
野
神
楽
、
祓
川
神
楽

で
は
、
灯
籠
の
設
置
を
行
う
な
ど
、
夜
を
徹
し
て
様
々
な

舞
が
奉
納
さ
れ
る
神
楽
の
神
秘
的
な
演
出
に
寄
与
す
る
活

動
や
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
準
会
員
の
50

名
で
構
成
す
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
高
原
推
進

協
議
会
」
で
は
、
美
し
い
村
づ
く
り
へ
の
機
運
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、啓
発
看
板
の
作
成
や
植
栽
活
動
等
と
と
も
に
、

景
観
・
文
化
を
守
る
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
、
天
孫
降
臨
を

伝
え
る
霧
島
山
と
共
に
生
き
る

　

今
年
は
、
日
本
最
古
の
書
物
「
古
事
記
」
が
編
纂
さ
れ

１
３
０
０
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
高
原
と
い
う
地
名

の
由
来
は
、
天
孫
降
臨
伝
説
の
中
に
も
で
て
く
る
、
か
つ

て
神
々
が
暮
ら
し
た
「
高
天
原
」
が
転
化
し
た
も
の
だ
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
高
原
町
は
、
第
一
代
天
皇
神
武
天
皇

の
地
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
神
武
天
皇
の
御
生
誕

の
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
皇
子
原
。
御
誕
生
さ
れ
た
と
き

諸
物
を
洗
い
清
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
血
捨
之
木
。
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
そ
の
地
を
大
変
気
に
入
ら
れ
宮
居
を
建

て
て
高
千
穂
の
宮
と
し
て
滞
在
し
、
そ
の
後
、
子
孫
で
あ

る
神
武
天
皇
が
幼
少
の
頃
御
両
親
と
し
ば
ら
く
の
間
お
住

み
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
宮
ノ
宇
都
。
御
幼
少
の

時
、
水
遊
び
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
皇
子
港
、
皇
子

滝
な
ど
こ
の
他
に
も
神
武
天
皇
の
ゆ
か
り
の
あ
る
地
や
史

跡―

な
ど
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
。

　

昨
年
１
月
26
日
に
起
き
た
霧
島
山
新
燃
岳
の
大
噴
火

は
、
町
民
生
活
、
そ
し
て
町
内
の
全
産
業
に
大
変
な
打
撃

を
与
え
た
。
い
ま
だ
に
新
燃
岳
の
噴
火
は
終
息
し
て
お
ら

ず
、
今
な
お
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

今
回
改
め
て
、
自
然
の
脅
威
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
霧
島
山
は
町
民
に
と
っ
て
〝
ふ
る
さ
と
の
山
〞
と

し
て
、
慣
れ
親
し
ん
だ
山
で
あ
り
、
高
原
町
は
霧
島
山
か

ら
の
大
き
な
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
町
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
自
然
と
共
存
共
栄
し
て
い
き
、
霧

島
山
の
麓
に
広
が
る
美
し
い
景
観
、
そ
し
て
数
多
く
残
る

歴
史
・
文
化
の
も
と
、
町
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
け
れ
ば
…
と
考
え
て
い
る
。

地域住民による道路残地を活用した花壇づくり
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琉
球
風
水
村
落
…

　

沖
縄
県
宮
古
郡
多
良
間
村
は
、
沖
縄
本
島
の
南
西
約
３

０
０
㌔
㍍
に
位
置
し
、
多
良
間
島
と
水み
ん
な納
島
か
ら
な
る
２

島
１
村
の
村
で
あ
る
。

　

面
積
は
多
良
間
島
が
約
20
平
方
㌔
、
水
納
島
が
約
２
平

方
㌔
で
、
両
島
と
も
沖
縄
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
人
口
は
平
成
23
年
９
月
現
在
で
１
２
８
２
人
。
産

業
は
黒
糖
の
原
料
と
な
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
と
肉
用
牛
の
子

牛
生
産
を
主
と
す
る
の
ど
か
な
農
村
で
あ
る
。

　

今
か
ら
５
０
０
年
ほ
ど
前
の
琉
球
王
朝
時
代
に
、
時
の

権
力
者
に

よ
り
、
点

在
す
る
集

落
は
一
カ

所
に
ま
と

め
ら
れ

た
。ま
た
、

１
７
３
０

年
代
に
王
朝
の
政
策
と
風
水
景
観
の
形
成
が
行
わ
れ
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
福
木
並
木
は
、
地
図
で
示
す
よ
う
に

風
水
で
い
う
青
龍
の
方
角
に
あ
る
「
塩
川
御う
た
き嶽
」
へ
の
参

道
で
、
王
府
の
林
政
に
よ
り
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ

る
。
推
定
樹
齢
２
０
０
〜
３
０
０
年
の
福
木
の
古
木
・
大

木
が
約
６
５
０
㍍
続
い
て
お
り
、
沖
縄
県
指
定
の
天
然
記

念
物
で
あ
る
。

　
「
塩
川
御
嶽
」
は
、
県
指
定
の
植
物
群
落
内
に
あ
り
、

脇
に
は
多
良
間
島
で
最
大
の
威
容
を
誇
る
樹
齢
４
０
０
年

の
福
木
の
古
木
が
凜
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。

景
観
保
全
と
文
化
財
保
護
施
策

　

こ
の
「
塩
川
御
嶽
」
へ
の
参
道
は
、
農
道
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
き
た
が
幅
員
が
狭
く
、
車
両
の
往
来
に
と
っ
て

不
便
と
の
こ
と
で
拡
幅
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　

本
村
は
、
文
化
財
保
護
の
観
点
と
、
農
業
生
産
活
動
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
土
地
改
良
事
業
導
入
時
に
、
参
道
北

側
に
、
副
道
的
に
農
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
福
木
並
木
の

保
全
と
農
業
の
利
便
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
農
耕
に
よ
る
掘
削
で
福
木
の
樹
根
が
影
響
を

受
け
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
参
道
福
木
の
南
側
に

鍬
止
め
擁
壁
の
設
置
工
事
が
進
め
ら
れ
平
成
24
年
に
竣
工

し
た
。

　

本
村
は
最
も
高
い
所
で
34
㍍
と
い
う
平
坦
な
地
形
で
あ

る
た
め
、
村
民
の
暴
風
・
防
潮
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

海
岸
か
ら
50
㍍
余
り
の
林
帯
で
琉
球
風
水
で
い
う
浜
抱
護

を
形
成
し
、集
落
や
農
作
物
を
護
る
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
防
災
林
植
栽
工
事
等
、
浜
抱
護
の
造
林
が
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

浜
抱
護
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
キ
ン
バ
ト
、
カ
ラ
ス
バ
ト
、
キ
シ
ノ
ウ
エ
ト
カ
ゲ
、
オ

カ
ヤ
ド
カ
リ
な
ど
が
生
息
し
、
絶
滅
危
惧
種
の
ヤ
シ
ガ
ニ

の
生
息
域
で
も
あ
る
。
他
の
小
動
物
も
多
数
生
息
域
し
て

お
り
、
重
要
な
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
生
物
多
様
性
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
。

古
琉
球
王
朝
時
代
の
面
影
を
追
っ
て

―
景
観
保
全
と
生
物
多
様
性
め
ざ
す
の
ど
か
な
農
村―

12
沖
縄
県
多
良
間
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」に
学
ぶ

特集

多
良
間
村
観
光
協
会 

事
務
局
長　

●　

垣
花　

剛

多良間島の位置

多良間で最大の福木
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ま
た
、
多
良
間
島
は
隆
起
珊
瑚
礁
の
島
で
あ
る
た
め
、

遠
浅
の
珊
瑚
礁
が
島
を
取
り
巻
き
、
熱
帯
魚
や
海
生
生
物

の
ゆ
り
か
ご
と
な
っ
て
い
る
。
稚
魚
の
餌
と
な
る
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
供
給
源
で
あ
る
浜
抱
護
と
珊
瑚
礁
は
、
一

体
的
に
多
様
な
生
態
系
を
育
ん
で
い
る
。

　

島
を
取
り
巻
く
砂
浜
に
は
、
多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

の
た
め
上
陸
し
て
い
る
。
港
湾
施
設
の
整
備
等
で
海
流
が

変
化
し
て
、
産
卵
場
で
あ
る
砂
浜
か
ら
流
出
し
た
砂
を
補

う
た
め
の
養
浜
事
業
も
行
わ
れ
た
。

動
物
保
護
の
側
溝
改
良

　

国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
は
、
幼
生
を

海
に
放
幼
（
産
卵
）
す
る
た
め
陸
と
海
と
を
行
き
来
す
る
。

そ
の
た
め
、
海
に
近
接
し
て
い
る
道
路
を
横
断
す
る
こ
と

が
多
い
。
ヤ
シ
ガ
ニ
も
同
様
で
産
卵
期
に
は
放
幼
の
た
め

に
海
に
向
か
う
。
生
息
域
で
あ
る
浜
抱
護
か
ら
海
に
向
か

う
途
中
、
あ
る
い
は
そ
の
帰
り
に
一
周
道
路
の
側
溝
の
深

み
に
は
ま
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

　

そ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
側
溝
に
救
助
ス
ロ
ー
プ

が
設
置
さ
れ
た
。
側
溝
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
水
の

流
れ
る
隙
間
が
で
き
る
よ
う
に
栗
石
を
使
用
し
て
い
る
。

ヤ
シ
ガ
ニ
（
マ
ク
ガ
ン
）
保
護
条
例

　

世
界
最
大
級
の
陸
生
甲
殻
類
と
い
わ
れ
る
ヤ
シ
ガ
ニ
は

乱
獲
に
よ
り
絶
滅
し
た
島
も
あ
る
。
珍
味
食
材
と
し
て
珍

重
さ
れ
高
価
で
取
引
さ
れ
て
い
る
た
め
捕
獲
者
が
多
い
と

い
う
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
ヤ
シ
ガ
ニ
（
島
の
言
葉
で
マ
ク
ガ

ン
）
は
、
夏
の
風
物
と
し
て
、
ま
た
珍
味
食

材
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
ヤ
シ
ガ

ニ
の
乱
獲
に
よ
る
絶
滅
を
防
ぎ
、
持
続
的
に

活
用
し
続
け
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が

「
ヤ
シ
ガ
ニ
（
マ
ク
ガ
ン
）
保
護
条
例
」
で

あ
る
。

　

研
究
者
に
よ
れ
ば
、
本
村
の
ヤ
シ
ガ
ニ
の

個
体
数
は
ほ
ぼ
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
保
護
す
る
こ
と
は
固
体
数
の
現

状
維
持
と
、
ヤ
シ
ガ
ニ
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
繋
げ
る
。

「塩川御嶽」の参道

ウミガメの上陸痕

一周道路に栗石のスロープをつける

側溝の栗石

参道の南側に設置された鍬止め擁
壁　平成22年度事業で進められた

塩川御嶽への参道　推定樹齢200
～300年の福木の古木が並ぶ

土地改良時に参道北側に農道を整
備することで、参道の保護・農業
の利便が図られた
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過
疎
化
と
市
町
村
合
併
に
起
因
す
る

地
方
の
荒
廃
を
止
め
る

　

営
ま
れ
る
人
々
の
生
活
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
て
き

た
、
何
段
も
の
積
層
に
黄
金
色
の
稲
穂
が
揺
れ
る
棚
田
。

鏡
の
よ
う
に
空
を
映
す
小
さ
な
入
り
江
の
集
落
。
圧
倒
的

な
迫
力
で
見
る
も
の
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
伝
統
の
祭
り
…
。

こ
れ
ら
は
後
世
に
伝
え
る
必
要
の
あ
る
、
か
け
が
え
の
な

い
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
財
産
で
あ
る
。

　

こ
の
何
気
な
い
日
本
の
風
景
や
文
化
が
、
近
年
進
む
過

疎
化
や
市
町
村
合
併
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
つ
し
か
忘
れ
去

ら
れ
、
時
代
の
波
に
抗
え
ず
埋
没
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
風
潮
に
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
「
過
疎
地
」
に
住
む

人
々
が
危
機
感
を
持
っ
た
こ
と
が
、
小
さ
く
て
も
素
晴
ら

し
い
「
地
域
資
源
」（
人
々
の
営
み
が
造
り
出
し
た
美
し

い
景
観
、
守
り
続
け
て
き
た
伝
統
文
化
等
）
を
持
つ
村
の

存
続
、保
護
保
全
の
活
動
を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
活
動
が
手
本
に

　

１
９
８
２
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
素
朴
で
美
し
い

村
を
厳
選
し
紹
介
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」

活
動
を
手
本
と
し
て
、
日
本
の
風
土
に
合
っ
た
独
自
の
基

準
の
下
、「
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
」
日
本
の

農
山
村
の
景
観
・
文
化
を
守
る
活
動
を
２
０
０
５
年
10
月
、

北
海
道
美
瑛
町
、
赤
井
川
村
、
山
形
県
大
蔵
村
、
長
野
県

大
鹿
村
、
岐
阜
県
白
川
村
、
徳
島
県
上
勝
町
、
熊
本
県
南

小
国
町
の
わ
ず
か
７
つ
の
町
村
か
ら
始
め
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
の
住
む
地
域
の
魅
力
に
気

付
き
、
輝
く
〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞
を
持
つ
農
山
村
が
自
ら

の
町
や
村
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
に
美
し

い
日
本
の
風
景
を
次
代
の
子
供
た
ち
に
残
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
美
し
い
地
域
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

考
え
て
い
る
。

　

設
立
７
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
で
44
の
自
治
体
と
地
域
が
加
盟
す
る
組
織
と
な
っ
た

が
、
活
動
全
体
を
通
じ
て
国
か
ら
の
支
援
は
受
け
ず
、
議

会
の
承
認
を
受
け
た
行
政
と
、
こ
の
理
念
に
賛
同
す
る
企

業
（
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
）
と
が
資
金
を
出
し
合
い
、
こ
れ

に
地
域
に
居
住
す
る
、
或
い
は
地
域
外
に
居
住
す
る
個
人

か
ら
も
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、活
動
を
進
め
て
き
た
。

加
盟
に
は
厳
し
い
審
査
基
準
が

　

全
国
的
な
知
名
度
が
高
ま
る
中
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
に

裾
野
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
当
連
合
に

加
盟
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
即
物
的
な
対
価
を
す
ぐ
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

地
域
住
民
が
連
合
理
念
を
掲
げ
る
こ
の
場
所
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
地
域
に
誇
り
を
も
つ
こ
と
、い
わ
ば
「
自
負
」

が
最
も
大
切
で
あ
り
、「
美
し
い
村
ブ
ラ
ン
ド
」
の
下
で

の
活
動
は
全
て
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

　

従
っ
て
、
連
合
か
ら
自
治
体
・
地
域
に
対
し
て
加
盟
を

特集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
事
務
局

美
瑛
町
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京
本
部
　

●　

観
音
太
郎

美
し
い
日
本
の
風
景
や
文
化
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

―
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
活
動
と
は―

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
に
学
ぶ
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お
願
い
す
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
の
総

意
に
よ
る
自
治
体
地
域
側
か
ら
の
希
望
が
あ
っ
て
、
初
め

て
連
合
に
対
し
「
加
盟
申
請
」
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
希
望
す
る
自
治
体
・
地
域
が
必
ず
加
盟
で
き
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、「
美
し
い
村
」
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
厳
し
い
審

査
を
必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
初
の
関
門
と
し
て
は
、
対
象
と
な
る
自
治
体
地
域
が

「
人
口
が
概
ね
１
万
人
以
下
で
あ
る
こ
と
」「
地
域
資
源
が

２
つ
以
上
あ
る
こ
と
」に
該
当
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
、

加
盟
申
請
が
行
わ
れ
た
後
は
、
連
合
の
資
格
委
員
で
あ
る

民
間
企
業
・
学
識
経
験
者
が
実
際
に
現
地
を
訪
れ
、
地
域

資
源
を
始
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
申
請
内
容
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

　

加
盟
認
定
後
も
５
年
ご
と
の
再
審
査
を
受
け
、
問
題
点

が
あ
れ
ば
除
名
に
も
つ
な
が
る
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
高
品
質
な
景
観
・
伝
統
文
化
を
始
め
と
す
る
観
光
資

源
、
お
客
様
の
受
け
入
れ
態
勢
、
ま
た
、
農
畜
産
物
・
海

産
物
な
ど
の
物
産
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
「
美
し
い
村
ブ

ラ
ン
ド
」
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
44
の
村
を
訪
れ
る

方
あ
る
い
は
産
品
を
購
入
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
、
自
信
を

持
っ
て
示
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
を
受
け
た
加
盟
村
の
復
興
も
応
援

　

連
合
と
し
て
の
年
間
の
活
動
は
、
年
度
初
め
の
総
会
、

秋
の
新
規
加
盟
村
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー
を
柱
に
、
Ｐ
Ｒ
活
動

11-B2オールポスター

中之条六合野反湖南木曽妻籠宿
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2012・4月号 34

や
物
産
イ
ベ
ン
ト
等
、各
加
盟
村
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の「
美

し
い
村
づ
く
り
」
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
と
な
る
が
、
本
年
度

は
加
盟
村
で
の
災
害
が
多
く
、
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
福
島

県
飯
舘
村
、
火
山
噴
火
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
宮
崎
県
高

原
町
、
台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
奈
良
県
十
津

川
村
に
対
し
、
加
盟
村
か
ら
義
援
金
を
募
っ
て
復
興
を
応

援
し
て
き
た
。

　

特
に
福
島
県
飯
舘
村
に
対
し
て
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業

等
と
共
に
物
心
両
面
で
の
援
助
活
動
を
行
う
と
共
に
、
浜

田
会
長
（
北
海
道
美
瑛
町
長
）
が
直
接
菅
野
村
長
の
元
を

訪
れ
激
励
、
今
後
も
継
続
し
た
応
援
活
動
を
約
束
し
て
い

る
。

　

来
年
度
の
連
合
活
動
は
、
Ｂ
Ｓ
で
の
美
し
い
村
特
集
番

組
の
製
作
や
、
青
レ
モ
ン
の
島
・
愛
媛
県
上
島
町
で
の
定

期
総
会
、
加
盟
の
申
し
込
み
が
全
国
か
ら
相
次
い
で
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
査
決
定
後
に
新
規
加
盟
セ
レ

モ
ニ
ー
を
天
孫
降
臨
の
地
・
宮
崎
県
高
原
町
で
開
催
す
る

こ
と
な
ど
を
既
に
決
め
て
い
る
。

世
界
に
拡
が
る
運
動
へ

　

こ
の
活
動
の
手
本
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
始
め
、
世
界

遺
産
を
数
多
く
残
す
イ
タ
リ
ア
、
の
ど
か
な
ワ
ロ
ン
地
方

が
主
体
の
ベ
ル
ギ
ー
、
ケ
ベ
ッ
ク
地
域
主
体
の
カ
ナ
ダ
の

４
カ
国
で
構
成
さ
れ
た
、「『
世
界
で
最
も
美
し
い
村
』
連

合
」
に
、
２
０
１
０
年
９
月
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
が
正
式
に
加
盟
し
た
。

　

現
在
は
こ
の
５
カ
国
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
両
国
の
「
美
し
い
村
」
が
加
盟
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

国
際
的
な
交
流
の
輪
も
広
が
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
８
月
に
は
、
お
隣
の
韓
国
に
も
「
美
し
い

村
」
の
組
織
が
誕
生
、
ネ
パ
ー
ル
の
民
間
財
団
か
ら
相
互

協
力
の
問
い
合
わ
せ
が
来
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
地
域
で
も
こ

の
活
動
が
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
世
界
連
合
の
総
会
、
及
び
韓

国
で
の
設
立
総
会
に
は
と
も
に
日
本
か
ら
代
表
者
が
出
席

す
る
な
ど
、
今
後
も
世
界
的
な
活
動
と
し
て
さ
ら
に
認
知

度
を
上
げ
、世
界
中
の
人
々
と
共
に
運
動
を
広
げ
て
い
く
。

　

自
然
と
人
間
の
営
み
が
長
い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
あ

げ
た
小
さ
な
、
本
当
に
美
し
い
日
本
は
、
い
ま
な
ら
ま
だ

各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
慈
し
み
、
楽
し
み
、

そ
し
て
、
し
っ
か
り
と
未
来
に
残
す
た
め
、
国
内
外
に
お

い
て
一
層
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
活
動
を
広

げ
て
行
き
た
い
。

【「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
事
務
局
】

〒
０
７
１―

０
２
９
２

北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
４
丁
目
６
番
１
号　

美
瑛
町

役
場　

政
策
調
整
室

seisaku_chousei@
tow
n.biei.hokkaido.jp　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

w
w
w
.utsukushii-m

ura.jp

電
話　

０
１
６
６―

９
２―

４
３
３
０

白川郷夏

「2011フェスティバルinあかいがわ」での集合写真

海士日の出

美瑛ジャガイモ畑
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2012・4月号35

特集 「日本で最も美しい村」に学ぶ

「日本で最も美しい村」連合加盟村と認定地域資源（全44村、加盟順）

〇美瑛町　（びえいちょう/北海道）：びえいの丘、美瑛軟石
〇赤井川村（あかいがわむら/北海道）：カルデラ盆地、カルデラ太鼓
〇大蔵村　（おおくらむら/山形県）：四ヶ村の棚田、肘折温泉郷
〇白川村　（しらかわむら/岐阜県）：萩町合掌造り集落、どぶろく祭り
〇大鹿村　（おおしかむら/長野県）：大鹿歌舞伎、重要文化財（松下家、福徳寺）、中央構造線断層路頭
〇上勝町　（かみかつちょう/徳島県）：樫原の棚田、彩農業
〇南小国町（みなみおぐにまち/熊本県）：草原と小国杉、黒川温泉郷
〇高原町　（たかはるちょう/宮崎県）：霧島連峰、狭野神楽・祓川神楽
〇木曽町　（きそまち/長野県）：開田高原の木曽馬、木曽街道の伝統文化、御岳山麓の農村景観
〇標津町　（しべつちょう/北海道）：鮭の文化、自然遺産ポー川史跡自然公園
〇馬瀬　　（まぜ/岐阜県下呂市）：馬瀬川、美輝の里
〇鶴居村　（つるいむら/北海道）：タンチョウが住まう暮らし、酪農大地の景観
〇京極町　（きょうごくちょう/北海道）：羊蹄山麓の農村景観、京極のふきだし湧水
〇飯豊町　（いいでまち/山形県）：田園散居集落、飯豊連峰、中津川地区の里山景観と里山文化
〇中川村　（なかがわむら/長野県）：陣馬形山、段丘と里山のある景観、四徳地区と四徳川の景観
〇南木曽町（なぎそまち/長野県）：中山道「妻籠宿」、桃介橋、歴史の道「与川道」
〇伊根町　（いねちょう/京都府）：伊根浦舟屋群、伊根祭（亀島区祭礼行事）
〇馬路村　（うまじむら/高知県）：魚梁瀬の水源森林、柚子のある景観
〇小坂町　（こさかまち/秋田県）：十和田湖西湖畔の自然と歴史、産業近代化遺産群と循環型社会の融合
〇東成瀬村（ひがしなるせむら/秋田県）：田子内橋、奥羽山脈緑の回廊、仙北街道
〇昭和村　（しょうわむら/群馬県）：河岸段丘と農村風景、歴史を残す家並みと横井戸
〇伊参　　（なかのじょうまちいさま/群馬県中之条町）：里山と木造建築の景観、お茶講
〇早川町　（はやかわちょう/山梨県）：赤沢宿、奈良田集落の焼畑農業文化、雨畑硯
〇小川村　（おがわむら/長野県）：北アルプスが一望できる山里風景、おやきの食文化、薬師沢石張水路群
〇池田町　（いけだまち/長野県）：北アルプスの眺望と安曇野の田園里山風景、てるてる坊主のふるさと
〇曽爾村　（そにむら/奈良県）：曽爾高原、曽爾の獅子舞
〇海士町　（あまちょう/島根県）：小泉八雲の愛でた「菱浦湾」の景観、隠岐島前神楽
〇新庄村　（しんじょうそん/岡山県）：「出雲街道新庄宿」と「がいせん桜」、毛無山
〇上島町　（かみじまちょう/愛媛県）： 桜の名勝「積善山」と瀬戸内海多島美景観、青レモン、法王ヶ原の

松林
〇星野村　（ほしのむら/福岡県八女市）：石積の棚田、星野村ブランド「星野茶」
〇小値賀町（おぢかちょう/長崎県）：野崎島と旧野首教会、西海国立公園の景観と歴史
〇綾町　　（あやちょう/宮崎県）：綾の照葉樹林帯、綾南川・綾北川を含めた自然景観
〇喜界町　（きかいちょう/鹿児島県）：隆起サンゴの豊かな自然と農業景観、阿伝集落のサンゴの石垣
〇飯舘村　（いいたてむら/福島県）：前田集落の「までい」な生活文化、飯樋ふるさと芸能
〇北塩原村（きたしおばらむら/福島県）： 裏磐梯・早稲沢地区の高原野菜畑が広がる農村景観、旧米澤街道

沿いに眠る歴史資源と集落文化
〇高山村　（たかやまむら/長野県）： しだれ桜の古樹が広がる山里の原風景、松川渓谷、笠岳山麓の自然美、

環境保全型の農村景観
〇十津川村（とつかわむら/奈良県）：谷瀬の吊橋、玉置神社の杉の巨樹群、熊野古道、小辺路の「果無集落」
〇智頭町　（ちづちょう/鳥取県）：石谷家住宅を中心とする智頭宿、芦津渓谷、坂井原集落
〇多良間村（たらまそん/沖縄県）：多良間の豊年祭、生活に根ざした風水村落
〇黒松内町（くろまつないちょう/ほっかいどう）：統一感のある農村風景、天然記念物歌才ブナ林
〇六合　　（なかのじょうまちくに/群馬県中之条町）： 野反湖の環境保全型景観、自然力が育むチャツボミ

ゴケと六合の花、赤岩集落の養蚕農家群
〇東白川村（ひがししらかわむら/岐阜県）：白川茶文化、東濃ひのきの里
〇本山町　（もとやまちょう/高知県）：谷の両岸に開けた大石・吉延地区の天空の棚田、汗見川渓谷
〇塚原　　（ゆふしゆふいんちょうつかはら/大分県）：塚原高原の雄大な農村景観、甘酒祭り
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2012・4月号 36

　

海
南
市
は
、
和
歌
山
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
海
や
山
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
を

有
す
る
人
口
約
6
万
人
の
都
市
で
あ
る
。

瀬
戸
内
気
候
に
属
し
、
年
間
平
均
気
温
が

約
16
度
Ｃ
と
四
季
を
通
し
て
温
暖
な
気
候

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
部
で
は
み
か
ん
や

び
わ
、
北
部
で
は
桃
の
栽
培
が
盛
ん
な
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

　

市
の
中
心
街
よ
り
北
東
に
13
㌔
㍍
、
紀

の
川
市
と
の
境
界
に
位
置
す
る
孟
子
荒
糸

地
区（
通
称
：
孟
子
不
動
谷
）。此
処
に
は
、

谷
あ
い
に
開
け
た
水
田
を
挟
む
よ
う
に
県

下
有
数
の
里
山
環
境
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

里
山
に
は
、
絶
滅
危
惧
種
も
含
め
多
種

多
様
な
昆
虫
や
動
植
物
の
生
息
に
適
し
た

環
境
が
揃
い
、
豊
か
な
生
態
系
が
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
里
山
環
境
に

お
け
る
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の
保
全
が

近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
孟
子
不
動
谷
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
里
山
自
然
や
生
物
多
様
性
の
保
全

活
動
に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

自
然

回
復
を
試
み
る
会 

ビ
オ
ト
ー
プ
孟
子（
以

下
、「
ビ
オ
ト
ー
プ
孟
子
」）」
を
訪
れ
、

理
事
長
の
北
原
敏
秀
氏
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
。

美
し
い
農
村
風
景
を
取
り
戻
す
た
め
に

　

孟
子
不
動
谷
は
、
谷
あ
い
の
奥
深
く
に

弘
法
大
師
空
海
が
刻
ん
だ
と
さ
れ
る
不
動

明
王
を
本
尊
と
す
る
「
孟
子
不
動
院
那
賀

寺
」
や
、
南
北
朝
楠
一
党
の
城
郭
「
篠
ケ

城
」
な
ど
が
点
在
す
る
こ
と
か
ら
、歴
史
・

文
化
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

特
に
孟
子
不
動
院
那
賀
寺
は
、
古
く
か

ら
「
厄
除
け
不
動
」
と
し
て
人
々
の
信
仰

を
集
め
、
か
つ
て
は
縁
日
等
で
賑
い
参
詣

者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
次
第
に
参
詣
道
は
荒
れ
、
道
沿
い

に
は
放
置
田
が
目
立
ち
始
め
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
人
々
が
愛
し
守
っ
て
き
た
も
の
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
現
状
を
見
兼
ね
た
地
域
の
有
志

が
、
美
し
い
孟
子
不
動
谷
の
農
村
風
景
を

取
り
戻
そ
う
と
、
孟
子
不
動
院
那
賀
寺
前

の
放
置
田
を
借
用
し
、
ト
ン
ボ
池
（
水
辺

ビ
オ
ト
ー
プ
）
を
掘
削
し
て
、平
成
10
年
、

ビ
オ
ト
ー
プ
孟
子
が
発
足
し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
登

記
し
、
活
動
拠
点
で
あ
る
孟
子
不
動
谷
の

里
山
自
然
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
次
世

代
の
子
供
た
ち
に
財
産
と
し
て
継
承
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
豊
か
な
里
山
自
然

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

里
山
自
然
と
生
物
多
様
性
の
保
全

　

当
団
体
は
、
無
農
薬
米
や
そ
ば
の
栽
培

を
は
じ
め
、
間
伐
材
に
よ
る
ト
ン
ボ
池
の

保
全
、
菊
炭
の
製
炭
（
ク
ヌ
ギ
材
）、
里

山
へ
の
樹
木
植
栽
、
里
道
ハ
イ
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、
水
田
や

溜
池
、
林
地
を
含
む
里
山
全
体
を
保
全
す

る
こ
と
で
、
自
然
回
複
を
試
み
て
い
る
。

　

中
で
も
、
谷
あ
い
の
休
耕
田
を
借
用
し

て
始
め
た
無
農
薬
米
の
栽
培
は
、
里
山
の

雑
木
林
か
ら
採
取
し
た
落
ち
葉
や
、米
糠
、

鶏
糞
等
で
醸
成
し
た
有
機
肥
料
を
使
用
し

て
お
り
、
こ
の
持
続
可
能
な
完
全
無
農
薬

農
法
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
発
足
以
来
、
独
自
の
動
植
物
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
、
保
全
活
動
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
生
物
の
角
度
か
ら
見
た
自
己
診

断
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
保
全
活
動
の
結
果
、
モ
ニ
タ

★　団体プロフィール　★
設立年＝平成10年２月
設立・運営主体＝特定非営利活動法人
代表者＝北原　敏秀
スタッフ＝70人
　　　　　（男性45人　女性25人）
〈連絡先〉
　〒640－0451
　和歌山県海南市高津1082
　電話（073）488－0712
　参考HP：http://mo-ko.jp/
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Ｏ
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〜
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０
０
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の
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を
残
す
〜
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リ
ン
グ
調
査
で
は
、
哺
乳
類
17
種
、
鳥
類

１
３
０
種
、
昆
虫
類
８
０
０
種
、
両
生
は

虫
類
20
種
、
植
物
類
５
０
０
種
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

環
境
省
や
和
歌
山
県
指
定
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
記
載
種
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、谷
内
に
「
水
田
」

「
水
路
」「
溜
池
」「
畑
地
」
と
い
う
様
々

な
環
境
要
素
が
再
生
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ

り
多
種
多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境

と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
当
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
保
全
活

動
に
止
ま
ら
ず
、「
里
山
自
然
観
察
ツ

ア
ー
」
や
「
歴
史
探
訪
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
米

作
り
や
そ
ば
作
り
な
ど
の
各
種
農
業
体
験

メ
ニ
ュ
ー
、
他
団
体
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
企
画
運
営
し
て
い
る
。「
型
に
は

ま
っ
た
状
態
で
は
何
も
で
き
な
い
。
楽
し

み
な
が
ら
や
ら
ん
と
！
」
と
北
原
理
事
長

は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

教
育
現
場
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

環
境
教
育

　

現
在
、
ビ
オ
ト
ー
プ
孟
子
は
、
周
辺
学

校
の
環
境
教
育
、
中
学
生
の
職
業
体
験
、

県
職
員
の
民
間
体
験
等
の
受
入
も
行
っ
て

お
り
、
県
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
野

外
活
動
の
経
験
の
希
薄
な
年
齢
層
の
教
員

達
に
と
っ
て
、
生
き
た
教
材
に
肌
で
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
教
育
の
拠
点
と
し

て
も
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
県

の
環
境
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
当
団

体
の
理
事
３
名
が
登
録
し
て
お
り
、
県
内

の
小
中
高
生
を
対
象
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活

動
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
、
当
団
体
が
県
内
の
中

学
校
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
水
田
生
態
系

調
査
と
森
林
性
鳥
類
調
査
が
、「
孟
子
不

動
谷
生
物
多
様
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
（
社
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
の
第
１
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産

の
一
つ
に
登
録
さ
れ
た
。

　

当
団
体
は
、
子
供
達
に
県
外
の
事
例
調

査
の
機
会
や
、
和
歌
山
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
「
生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
中

で
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
舞

台
も
用
意
し
て
い
る
。
北
原
理
事
長
に
よ

れ
ば
、
子
供
達
の
た
め
に
資
金
を
投
じ
る

こ
と
は
意
義
の
あ
る
「
未
来
投
資
」
と
捉

え
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、「
地
域
や

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
が
持
て
る
子
供

達
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
一
定
の
成
果

も
認
め
て
い
る
。
学
校
の
教
科
書
に
は

載
っ
て
い
な
い
環
境
教
育
の
分
野
で
の

ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

当
団
体
は
、
今
回
の
未
来
遺
産
登
録
を

期
に
、
地
元
の
農
家
や
シ
ル
バ
ー
層
の

方
々
と
の
結
束
を
よ
り
一
層
固
め
る
と
と

も
に
、
孟
子
不
動
谷
を
発
信
源
と
し
て
、

地
域
の
里
山
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

地
域
の
宝　

１
０
０
年
先
へ

　

こ
れ
ま
で
ビ
オ
ト
ー
プ
孟
子
は
、
保
全

活
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
地
域
課

題
に
対
し
て
も
常
に
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
精
力
的
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
平
成
22
年
に
は
和
歌
山
県

知
事
表
彰
、
翌
23
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
「
１
０
０
年
後
の
未
来
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
里
山
を
見
た
場
合
、
孟
子
不
動

谷
の
美
し
い
里
山
を
、
地
域
の
〝
宝
〞
と

し
て
未
来
の
子
供
達
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
な
が

ら
も
、
次
の
世
代
が
生
活
で
き
る
よ
う
な

団
体
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
。

　

ま
た
、
北
原
理
事
長
は
、
今
ふ
る
さ
と

を
見
つ
め
る
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
が
不
足
し

て
い
る
と
地
域
を
取
り
巻
く
現
状
に
警
笛

を
鳴
ら
す
。「
団
体
を
つ
く
る
の
は
容
易

い
が
、
継
続
し
て
い
く
の
は
並
大
抵
の
こ

と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ〝
人
づ
く
り
〞

が
不
可
欠
」
と
担
い
手
育
成
の
重
要
性
を

説
く
。
現
在
、
当
団
体
は
、「
里
山
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
里
山
自

然
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
塾
の
開

講
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

歴
史
・
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
美
し
い

里
山
や
農
村
風
景
、
そ
し
て
そ
こ
で
営
ま

れ
て
き
た
暮
ら
し
。
伝
統
の
技
や
智
慧
を

先
達
か
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
地
域

の
宝
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
１
０
０
年
先

の
未
来
へ
と
紡
い
で
い
く
、
そ
れ
は
設
立

当
初
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
当
団
体
の

永
遠
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
え
る
。
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● 地域づくり団体探訪

間伐材を活用したとんぼ池

孟子不動谷の風景

036-037　団体探訪-和歌山県.indd   37036-037　団体探訪-和歌山県.indd   37 2012/03/12   14:54:402012/03/12   14:54:40



2012・4月号 38

ギ
ョ
ー
ザ
の
ま
ち
宇
都
宮

　

宇
都
宮
市
は
言
わ
ず
と
知
れ
た

「
ギ
ョ
ー
ザ
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
市
内
中

心
部
に
は
多
く
の
餃
子
専
門
店
が
軒
を
連

ね
，
週
末
と
も
な
る
と
餃
子
を
求
め
る
観

光
客
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
「
平
成
22
年 

宇
都
宮
市
観
光
動
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
宇
都
宮
を
訪
問
す
る
目

的
の
ト
ッ
プ
は
「
餃
子
」（
60
・
９
％
）

で
あ
り
、
宇
都
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
項
目

で
は
、
実
に
96
・
２
％
の
方
が
「
餃
子
の

ま
ち
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
感

の
あ
る
「
宇
都
宮
＝
餃
子
」
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
が
、
こ
の
原
点
が
総
務
省
の
「
家

計
調
査
」
に
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な

い
。
こ
の
調
査
に
お
け
る
「
世
帯
当
た
り

の
餃
子
購
入
額
」
の
項
目
で
全
国
第
１
位

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　

つ
い
先
日
、
２
０
１
１
年
の
集
計
結
果

が
公
表
さ
れ
、
浜
松
市
に
次
い
で
第
２
位

と
な
り
、
15
年
間
守
り
続
け
て
き
た
日
本

一
の
座
か
ら
陥
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き

た
宇
都
宮
の
「
都
市
イ
メ
ー
ジ
」
は
、
そ

う
簡
単
に
崩
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

餃
子
だ
け
で
は
な
い

宇
都
宮
の
魅
力

　

宇
都
宮
に
は
、
統
計
に
は
表
れ
な
い
餃

子
以
外
の
魅
力
が
数
多
く
存
在
す
る
。

　
「
ジ
ャ
ズ
」
の
ま
ち
、「
カ
ク
テ
ル
」
の

ま
ち
で
も
あ
る
。「
ジ
ャ
ズ
」
は
、
世
界

的
な
ジ
ャ
ズ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
渡
辺
貞

夫
氏
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
に
、ま
た「
カ

ク
テ
ル
」
は
全
国
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

で
日
本
一
に
輝
い
た
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
数

多
く
存
在
す
る
こ
と
に
、
由
来
す
る
。

　

ジ
ャ
ズ
バ
ー
を
巡
る
「
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」
や
、
中
心
街
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
を
メ
イ
ン
会
場
と
す
る
「
宇
都

宮
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
随
時
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
街
・
地
域
の
活
性
化
と
出
会
い

の
場
の
創
出
を
目
的
と
し
て
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
「
街
コ

ン
」
も
、
そ
の
原
点
は
２
０
０
４
年
か
ら

宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
宮
コ
ン
」

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

宇
都
宮
の
中
心
街
に
活
気
を
取
り
戻
す

こ
と
を
目
的
に
、
飲
食
店
の
経
営
者
が
中

心
と
な
り
、
お
お
む
ね
２
カ
月
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
直
近
の
２

０
１
２
年
５
月
で
38
回
目
と
な
る
。
開
催

日
に
な
る
と
、
市
内
外
か
ら
約
３
千
人
が

中
心
街
を
訪
れ
、
ま
ち
は
活
気
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
。

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
〝
紅
茶
〞

　

最
近
、
宇
都
宮
で
に
わ
か
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
「
紅
茶
」
で
あ
る
。
先
の
総

務
省
「
家
計
調
査
」
に
よ
る
と
、「
紅
茶

の
年
間
消
費
量
」
は
年
々
そ
の
順
位
を
上

げ
、
２
０
０
８
年
〜
10
年
の
３
年
間
の
平

均
値
で
、つ
い
に
日
本
一
と
な
っ
た
。「
餃

子
」「
ジ
ャ
ズ
」「
カ
ク
テ
ル
」
と
と
も
に

「
紅
茶
」
が
宇
都
宮
の
新
た
な
魅
力
と
し

て
、
脚
光
を
浴
び
始
め
た
。

　

こ
の
「
紅
茶
の
ま
ち
」
に
は
、
仕
掛
人

と
も
い
え
る
人
物
が
い
る
。
中
心
市
街
地

の
商
店
街
で
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
経
営
す
る

根
本
泰
昌
氏
で
あ
る
。

　

同
氏
は
、
自
分
が
育
っ
た
宇
都
宮
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
中
心
街
が
疲
弊
し
て
い

く
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
こ
の
ま

ま
で
は
宇
都
宮
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
中

心
街
に
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
」
と
の
想
い
を
持
っ
て
い
た
。

　

勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
空
き
店
舗

を
利
用
し
て
起
業
家
を
支
援
す
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
に
応
募
。
２
０

０
６
年
に
紅
茶
の
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
、「
紅
茶
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
」

に
取
り
組
み
始
め
た
。

　

宇
都
宮
の
名
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
紅
茶
や
、
地
元
に
拠
点
を
置
く

地域
TOPICS
トピックス

ま
ち
の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
街
づ
く
り
大
学
に

〜
み
ん
な
で
宇
都
宮
の
魅
力
を
再
発
見
〜

異
業
種
交
流
会
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
21
事
務
局 

代
表　

●　

吉
野
清
史

街づくり大学のティールーム
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プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
ブ
レ
ン
ド
紅
茶
な
ど
を
開
発
し
、

今
で
は
宇
都
宮
の
新
た
な
魅
力
の
１
つ
と

な
っ
て
い
る
。
紅
茶
に
よ
る
街
づ
く
り
に

つ
い
て
根
本
氏
は
「
宇
都
宮
に
、
餃
子
だ

け
で
は
な
く
紅
茶
と
い
う
新
し
い
文
化
が

芽
吹
い
て
き
た
。『
紅
茶
の
ま
ち
』
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
こ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
、
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
…
」
と
語
っ
て
い
る
。

宇
都
宮
街
づ
く
り
大
学

　

同
氏
は
、テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
開
業
以
来
、

紅
茶
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
市
民
有
志
に
よ
る

任
意
団
体
「
宇
都
宮
街
づ
く
り
大
学
」
の

設
立
が
あ
る
。
学
生
の
条
件
は
「
宇
都
宮

を
好
き
で
あ
る
こ
と
」
だ
け
。

　

肩
書
き
は
不
要
で
、
大
学
生
、
会
社
員
、

主
婦
、
企
業
経
営
者
、
大
学
教
授
な
ど
、

多
様
な
学
生
が
月
に
１
回
、
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
て
い
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
集
う
。

講
義
で
は
「
宇
都
宮
の
中
心
部
に
必
要
な

も
の
は
何
か
」「
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
」な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

楽
し
く
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
議
論
の
中
か
ら
、
具
体
化
さ
れ
た

事
業
も
多
い
。中
心
商
店
街
の
清
掃
活
動
、

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
地
域
の
歴
史
資
源
を

掘
り
起
こ
す
「
う
つ
の
み
や
ヒ
ミ
ツ
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
」、
生
産
者
が
朝
収
穫
し
た
ば

か
り
の
野
菜
が
「
夕
市
」
に
並
ぶ
街
中
と

農
村
の
連
携
企
画
「
サ
ン
セ
ッ
ト
マ
ル

シ
ェ
」
な
ど
、
様
々
な
事
業
が
実
現
し
て

お
り
、
宇
都
宮
が
持
つ
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
，
宇
都
宮
の
ま
ち
に
対
す
る

「
学
生
」
の
熱
い
想
い
が
起
点
と
な
り
、

市
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
渦
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

熱
い
想
い
が
ま
ち
を
変
え
る

　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
と
関
東
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
協
議
会
が
、
地
域
連

携
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
わ
が
ま

ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
か
ら
…
」（
詩
／
曲 

中
村
正
明
）
に
こ
ん
な
歌
詞
が
あ
る
。

　
「
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
か
ら　

こ
の
ま

ち
を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
！　

こ
の
ま

ち
を
つ
く
る
ス
ト
ー
リ
ー　

と
も
に
語
り

歌
お
う
！
」

　

宇
都
宮
街
づ
く
り
大
学
の
学
生
に
求
め

ら
れ
る
条
件
は
「
宇
都
宮
を
好
き
で
あ
る

こ
と
」
で
あ
っ
た
。
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ

て
い
る
宮
コ
ン
の
原
点
も
、
飲
食
店
の
経

営
者
達
の
「
ま
ち
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
」
と
の
想
い
で
あ
っ
た
。

　

市
民
主
体
に
よ
る
街
づ
く
り
の
原
点

は
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
に
対
す
る
情

熱
に
他
な
ら
な
い
。
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
こ
の
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に

ま
ち
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
持
っ

た
人
た
ち
が
集
い
、
そ
し
て
語
り

合
う
場
所
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

宇
都
宮
で
具
現
化
し
た
の
が

「
街
づ
く
り
大
学
」
で
あ
り
、「
宮

コ
ン
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
こ
で
蒔
か
れ
た
種
が
芽
吹

き
、
大
き
く
育
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ず
れ
ま
ち
全
体
に
波

及
し
て
い
く
。
こ
の
流
れ
が
ま
ち

全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
地

域
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
ち
を
変
え

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

うつのみやヒミツめぐりツアー

中心商店街の清掃活動

街づくり大学講義風景

ティールーム経営者　根本氏
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第16回ふるさとイベント大賞表彰式・第16回ふるさとイベント大賞表彰式・
平成23年度地域再生実践フォーラム開催平成23年度地域再生実践フォーラム開催
　地域活性化センターでは、例年３月上旬に「ふるさとイベント大賞表彰式」と「地域再生実践フォー
ラム」を開催しています。今年度は、平成24年３月７日（水）に東京国際フォーラムにて開催し、
300名を超える方に御参加いただきました。
　内容は次頁から御報告いたします。

■プログラム
　13：00～　　第16回ふるさとイベント大賞　表彰式

　14：10～　　平成23年度地域再生実践フォーラム　
　　　　　　　　【基調講演】大震災後の日本経済と地域活性化を考える
　　　　　　　　　（株）日本総合研究所理事長　高橋　進　氏

　15：25～　　パネルディスカッション
　　　　　　　　【分科会１】エネルギーの地産地消と地域の活性化
　　　　　　　　　コーディネーター　NHK解説主幹　室山　哲也　氏
　　　　　　　　　パネリスト　　　　東京工業大学大学院教授　柏木　孝夫　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）日本エネルギー経済研究所特別顧問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国際エネルギー機関（IEA）前事務局長）　田中　伸男　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市環境局理事　牧　葉子　氏

　　　　　　　　【分科会２】持続的な観光振興による真の地域再生の実現
　　　　　　　　　コーディネーター　立教大学観光学部特任教授、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ツーリズムマーケティング研究所顧問　清水　愼一　氏
　　　　　　　　　パネリスト　　　　鶴雅グループ代表（（株）阿寒グランドホテル）代表取締役社長）　大西　雅之　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）トラベル東北代表取締役　山口　スティーブ　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光庁観光地域振興部観光地域振興課長　七條　牧生　氏
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文化文政風俗絵巻之行列
 【自治体名】長野県　南木曽町
【主催団体】財団法人　妻籠を愛する会
【開催回数】第44回
【開 催 日】平成23年11月23日（祝日）
【開催場所】妻籠宿重要伝統的建造物群保存地区
　　　　　　（妻籠宿、中山道一帯）
【観客動員数】１万人
【イベント概要】
　文化文政風俗絵巻之行列、妻籠宿が栄えた文化文政の頃の格好で、
住民が行う妻籠宿の雰囲気に調和したイベントです。周囲の景観、
家並み、中山道、旅人、すべてに味わいのある素朴なお祭りです。

大賞（総務大臣表彰）

～史都多賀城～万葉復興祭
 【自治体名】宮城県　多賀城市
【主催団体】社団法人　塩釜青年会議所
【開催回数】第１回
【開 催 日】平成23年10月９日（日）
【開催場所】特別史跡多賀城政庁跡（多賀城市市川）
【観客動員数】２万人
【イベント概要】
　「史都多賀城・万葉復興祭」は、東日本大震災で津波による甚大
な被害に遭った多賀城の「鎮魂」「復興」「希望」の光と、愛する我
がふるさとの灯をテーマに、市民が手と手を携え合いながらつくり
あげた事業です。

第16回ふるさとイベント大賞第16回ふるさとイベント大賞

熊本暮らし人祭り　みずあかり
【自治体名】熊本県　熊本市
【主催団体】みずあかり実行委員会
【開催回数】第８回
【開 催 日】平成23年10月８日（土）～９日（日）
【開催場所】熊本城周辺
【観客動員数】15万７千人

【イベント概要】
　「竹」「火」「水」「ろうそく」といった熊本の資
源を活かした灯りの祭典です。秋の夜、熊本城周
辺に２日間で5万4千個のろうそくが灯ります。
竹灯籠の制作・設営・点灯など全てが延べ約２千
人の「市民」ボランティアの手で行われています。

　「ふるさとイベント大賞」は、全国各地で開催される地域の活力を生み出すイベントを表彰し、全
国に紹介することで、ふるさとイベントの開催の更なる発展を応援しています。今回は、全国から
172の応募の中から「ふるさといイベント大賞選考委員会」の審査により、各賞が決定しました。
　また、第16回では、東日本大震災の復興を応援するため『復興応援特別賞』を創設し、被害の大
きな地域で開催されたイベントに重ねて賞を贈りました。

優秀賞 優秀賞・復興応援特別賞
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むらかみ宵の竹灯籠まつり
【自治体名】新潟県　村上市
【主催団体】チーム黒塀プロジェクト、竹灯籠まつり実行委員会
【開催回数】第10回
【開 催 日】平成23年10月８日(土)～９日（日）
【開催場所】黒塀の通り（村上市小町、寺町）
【観客動員数】１万人
【イベント概要】
　城下町の風情を色濃く残す黒塀の小路で、7千本もの竹灯籠に灯
が灯る幻想的な雰囲気の中、お寺、古民家、割烹の座敷などの会場
で、琴や尺八、フルート、和太鼓などの演奏が行われる。古典の音
色と幽玄の灯りの幻想的なお祭りです。

復興なみえ町十日市祭
【自治体名】福島県　浪江町
【主催団体】復興なみえ町十日市祭運営委員会
【開 催 日】平成23年11月５日(土)～６日（日）
【開催場所】福島県二本松市　二本松駅周辺ほか
　　　　　 ※通常は、浪江町で開催
【観客動員数】３万人
【イベント概要】
　「十日市祭」は福島県浪江町に明治時代から続く伝統的なお祭り
です。平成23年度は、東日本大震災と福島第一原子力発電所の事
故により、全町民が町外への避難を余儀なくされている中、町民の
「絆」を大切にしようと「復興なみえ町十日市祭」として避難先の
福島県二本松市で開催しました。

横濱JAZZ PROMENADE
【自治体名】神奈川県　横浜市
【主催団体】横濱JAZZ PROMENADE実行委員会
【開催回数】第19回
【開 催 日】平成23年10月８日（土)～９日(日)
【開催場所】 みなとみらい、桜木町、関内、元町・中華街エリア　

ほか市内各所
【観客動員数】12万6千人
【イベント概要】
　日本ジャズのふるさとである「横浜」の地で、港町らしい進取の
精神の下、歴史・文化・ロケーション等を総合的に生かしたフェス
ティバルとして横浜の秋の「風物詩」に定着し、毎回10万人を超
えるお客様が訪れます。

南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ2011
 【自治体名】富山県　南砺市
【主催団体】南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ実行委員会
【開催回数】第６回
【開 催 日】平成23年８月18日(木)～30日（火）
【開催場所】南砺市　井波別院瑞泉寺境内
【観客動員数】４万４千人
【イベント概要】
　「南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ」は、“木彫りを通して世界を
つなぐ”をテーマに国内外の招待作家と地元の木彫刻家が野外で公
開制作を行い、完成後の作品を市内に展示する国際交流イベントで
す。

第16回ふるさとイベント大賞第16回ふるさとイベント大賞

選考委員特別賞

奨励賞 奨励賞・復興応援特別賞

奨励賞

  写真提供：ふくしま絆新聞
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第
16
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
表
彰

式
に
続
き
、
同
会
場
に
て
平
成
23
年
度
地

域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
同
年
度
中

に
、
地
域
再
生
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
地
域
再
生
の
方
法
に
つ
い
て
、

様
々
な
視
点
か
ら
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
今
年
度
も
全

国
５
か
所
の
事
例
地
で
開
催
し
た
。

　

そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、「
地
域
再

生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
３
２

０
人
の
参
加
を
得
て
新
た
な
視
点
や
手
法

の
導
入
等
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
実
践
的
エ
ッ
セ
ン
ス
を
広
く

発
信
し
た
。　

「
地
域
の
活
性
化
へ
域
外
か
ら
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
を
取
り
込
め
」―

高
橋
氏

　

は
じ
め
に
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究

所
理
事
長
の
高
橋
進
氏
が
「
大
震
災
後
の

日
本
経
済
と
地
域
活
性
化
を
考
え
る
」
と

題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

高
橋
氏
は
、
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

復
興
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
な
か
で
、
大
震
災
が
日
本
経
済
と
地

域
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
明
ら
か
に

な
っ
た
弱
み
を
検
証
し
日
本
経
済
の
展
望

を
示
す
と
と
も
に
、日
本
経
済
の
再
生
と
、

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
新
た
な
方
策

に
つ
い
て
提
示
し
た
。

　

ま
ず
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
産
業
の

空
洞
化
、
電
力
供
給
の
不
足
、
財
政
破
綻

リ
ス
ク
と
い
う
日
本
経
済
の
成
長
を
制
約

す
る
３
つ
の
要
因
が
鮮
明
に
な
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
は
中
央
依
存
・
大
企
業
依

存
の
限
界
か
ら
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の

流
出
が
続
き
縮
小
均
衡
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
現
状
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
状
況
か
ら
、
地
方
経
済
圏

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
モ
デ
ル

を
見
直
す
契
機
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
企
業

誘
致
や
公
共
事
業
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却

を
図
る
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
地

域
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

世
界
も
視
野
に
お
き
な
が
ら
各
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
て
観
光
や
も
の
づ
く
り
、
感

性
・
文
化
関
連
な
ど
の
産
業
を
振
興
し
、

地
域
外
か
ら
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
取
り

込
む
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
つ
い
て
は
、

復
旧
で
は
な
く
「
新
興
」
に
取
り
組
み
、

い
ち
早
く
特
区
制
度
の
活
用
な
ど
地
方
分

権
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
防

災
拠
点
の
先
進
地
と
な
る
こ
と
で
、
日
本

全
体
の
産
業
活
性
化
や
地
域
再
生

が
東
北
か
ら
始
ま
る
可
能
性
を
示

し
た
。

　

最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
は
国
単

位
で
物
事
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て

物
事
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
日
本
再
生
の
新
た
な
担
い
手

は
地
方
に
存
在
し
て
い
る
。
彼
ら

の
潜
在
力
を
引
き
出
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
経
済

が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本

全
体
の
再
生
の
姿
も
み
え
て
く

る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

基
調
講
演
に
続
き
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
「
観
光
振
興
」

の
視
点
か
ら
地
域
活
性
化
に
結
び

付
け
る
手
法
に
つ
い
て
議
論
す
る

２
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

○ 

分
科
会
１
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

と
地
域
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
議
論

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主

幹
の
室
山
哲
也
氏
を
迎
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
東
京
工
業
大
学
大
学
院
教
授
の
柏

木
孝
夫
氏
、（
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
特
別
顧
問
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
前
事
務
局
長
）
の
田
中

伸
男
氏
、
川
崎
市
環
境
局
理
事
の
牧
葉
子

氏
が
登
壇
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
原
発
事
故
が

日
本
再
生
の
担
い
手
は
地
方
に
存
在

　
　

〜
高
橋
日
本
総
研
理
事
長
が
基
調
講
演
〜

平
成
23
年
度
地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

基調講演
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残
し
た
課
題
や
、
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域

社
会
の
弱
み
を
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
な
ど
も
触
れ
つ
つ

整
理
し
な
が
ら
、
日
本
ら
し
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
性
や
今
後
の
地
域
社

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

柏
木
氏
と
田
中
氏
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
の
観
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
源
の
多
様
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
特
性
を
活
か
し
て
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
目
的
に
合
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し
て
利
用
す
る
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
確
保
に
つ
い
て
述
べ

た
。
牧
氏
は
、
行
政
の
視
点
か
ら
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
域
主
権
」
の
必
要
性
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

「
多
様
性
」
と
「
選
択
性
」
と
い
う
２
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の

必
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
室
山
氏
は
、「
今
回
の
震
災
や

原
発
事
故
を
契
機
に
、
日
本
人
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
始
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
大
変
不
幸
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
経
験
を
テ
コ
に
し
て
次
の
フ
ェ
ー

ズ
（
段
階
）
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
『
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
』
と
い
う

二
分
法
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
あ
る
リ
ア

リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
前
進
し
て

い
く
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
が
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

○ 

分
科
会
２
「
持
続
的
な
観
光
振
興
に
よ

る
地
域
再
生
」
へ
の
課
題
探
る

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
立
教
大
学

観
光
学
部
特
任
教

授
（
㈱
ツ
ー
リ
ズ

ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
研
究
所
顧
問
）

の
清
水
愼
一
氏
を

迎
え
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
鶴
雅
グ

ル
ー
プ
代
表
（
㈱

阿
寒
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
代
表
取
締
役

社
長
）
の
大
西
雅

之
氏
、
㈱
ト
ラ
ベ

ル
東
北
代
表
取
締

役
の
山
口
ス

テ
ィ
ー
ブ
氏
、
観

光
庁
観
光
地
域
振

興
部
観
光
地
域
振
興
課
長
の
七
條
牧
生
氏

が
登
壇
し
た
。

　

持
続
的
な
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た

め
の
課
題
と
留
意
点
に
つ
い
て
、
人
材
・

組
織
・
資
金
・
行
政
の
役
割
と
い
う
視
点

か
ら
実
践
事
例
を
交
え
な
が
ら
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

大
西
氏
は
、
阿
寒
に
お
け
る
「
ア
イ
ヌ

文
化
の
里
構
想
」
を
核
と
し
た
自
身
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
て
強
い
信
念
を
持
っ
た

リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
ま
た

山
口
氏
は
、
東
北
地
方
の
豊
富
な
地
域
資

源
の
活
用
と
広
く
人
材
を
登
用
す
る
と
と

も
に
補
助
金
に
頼
ら
な
い
着
地
型
の
観
光

地
域
づ
く
り
を
、
七
條
氏
は
、
熊
本
県
阿

蘇
地
域
の
若
手
３
名
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

再
生
の
事
例
を
基
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

　

最
後
に
清
水
氏
は
、「
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
た
今
日
、
高
度
経
済
成
長
期
に
通

用
し
た
行
政
の
観
光
課
や
観
光
協
会
と
大

手
旅
行
会
社
が
主
導
す
る
従
来
型
観
光
の

限
界
が
明
確
に
な
っ
た
。
一
方
で
、『
人

に
来
て
も
ら
い
、ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
』

と
い
う
地
域
の
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め

の
新
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
を
定
め
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

個
々
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
速
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　

分科会２

分科会１

044-045　地域再生実践フォーラム.indd   45044-045　地域再生実践フォーラム.indd   45 2012/03/15   18:40:302012/03/15   18:40:30









地域づくり4月号
2012年４月１日発行　編集・発行＝財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階　電話03-5202-6131（代）　http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　 印刷・製本／株式会社丸井工文社
法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

　

  【
編
集
後
記
】

　EVENT CORNER

予定
イベント

 

（
埼
玉
県
秩
父
市
）

　

秩
父
市
街
地
を
一
望
で
き
る
羊
山
公
園
は
、
桜

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
芝
生
広
場
や
見
晴
し

の
丘
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が

約
１
０
０
０
本
植
え
ら
れ
、
４
月
上
旬
の
見
ご
ろ

を
迎
え
る
と
お
花
見
客
で
賑
わ
う
。

　

平
成
12
年
か
ら
、
南
の
一
角
に
芝
桜
を
植
栽
し
、

「
芝
桜
の
丘
」
が
誕
生
し
た
。
約
１
万
７
６
０
０

平
方
㍍
の
敷
地
に
、
９
種
類
、
約
40
万
株
の
芝
桜

が
デ
ザ
イ
ン
化
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
「
秩
父
夜
祭
」
の
山
車
に
乗

る
囃
し
手
の
襦
袢
模
様
と
躍
動
感
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
も
の
。
満
開
の
時
期
は
、
ピ
ン
ク
や
青
、
白
、

紫
色
の
色
と
り
ど
り
の
芝
桜
が
一
面
、
花
の
絨
毯

の
よ
う
に
見
え
る
。

　

羊
山
公
園
は
、
親
子
の
羊
が
の
ん
び
り
暮
ら
す

「
ふ
れ
あ
い
牧
場
」、元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
べ
る
「
芝

生
広
場
」、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
の
あ
る
「
わ
ん

ぱ
く
広
場
」、「
牧
水
の
滝
」
な
ど
、
お
花
見
と
散

策
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

 

（
写
真
提
供
：
秩
父
市
観
光
課
）

表
紙

羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」

特　集

C O N T E N T S

　　　巻頭エッセー／選ばれる都市くまもとに向けて 寺山政史（熊本市長）　　　

　 　  「日本で最も美しい村」に学ぶ
　　「愛郷心」で村と都市を結ぶ 佐藤　誠（北海道大学観光学高等研究センター 特任教授　「日本で最も美しい村連合」 資格審査委員）　　　

　　　北海道標津町　大自然に囲まれキラリと光る町並み 山田弘次　　　

　　　北海道黒松内町　ブナに囲まれた田舎を創造する 新川雅幸　　　

　　　秋田県東成瀬村　自然と文化の融合体「仙人郷」 佐々木哲男　　　

　　　群馬県昭和村　〝ベジタFull ガーデン　昭和村〟 梶山友則　　　

　　　長野県木曽町　御嶽山、木曽馬などの地域資源活かす 木村恭一　　　

　　　長野県高山村　農山村の原風景が残る山里の魅力 島田　誠　　　

　　　岐阜県東白川村　東白川を後世に残すために 河田　孝　　　

　　　奈良県曽爾村　豊富な自然資源活かし観光に注力 森澤英之　　　

　　　高知県本山町　米のブランド化で棚田を守る 大西千之　　　

　　　大分県由布市　歴史とロマン溢れる景観と環境保全 伊東靖彦　　　

　　　宮崎県高原町　景観や環境・文化を守る活動 岸元誠樹　　　

　　　沖縄県多良間村　古琉球王朝時代の面影を追って 垣花　剛　　　

　　　美しい日本の風景や文化を守り、後世に伝えるために 観音太郎（NPO法人「日本で最も美しい村」連合事務局　美瑛町ブランディングプロジェクト東京本部）　　　
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▼
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
２
０
０
５
年
秋

に
活
動
を
始
め
て
以
来
、
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
悩
む
農
山
村
が
、
自
ら
の
町

や
村
が
持
つ
魅
力
を
再
認
識
し
、
自
然
や
景
観
の
保
全

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
の
が
目
的
で
す
。
そ
の
お
手
本

は
、
30
年
も
前
に
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
、
素
朴
で
美

し
い
村
を
厳
選
し
紹
介
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し

い
村
」
活
動
だ
そ
う
で
す
。

▼
４
月
号
の
特
集
は
、こ
の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

の
取
り
組
み
に
着
目
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
探

り
ま
し
た
。
連
合
に
加
盟
す
る
自
治
体
は
当
初
、
７
町

村
で
し
た
が
、
現
在
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
44
の

自
治
体
と
地
域
が
加
盟
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
う
ち
の
12
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
他
の

町
村
に
つ
い
て
は
、
35
ペ
ー
ジ
の
「
連
合
加
盟
村
と
認

定
地
域
資
源
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
魅
力
を
探
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
加
盟
に
は
厳
し
い
審
査
基
準
が
あ
り
ま
す
が
、
活
動

を
通
じ
て
固
有
の
地
域
資
源
を
持
つ
町
村
が
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
交
流
人
口
の
増
加

や
田
舎
暮
ら
し
ブ
ー
ム
を
背
景
に
都
会
か
ら
の
移
住
者

増
に
つ
な
が
っ
た
…
な
ど
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
佐
藤

誠
北
大
教
授
の
基
調
論
文
、
連
合
事
務
局
の
解
説
記
事

を
併
せ
、国
際
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
る
「
美
し
い
村
」

連
合
の
活
動
の
狙
い
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

▼
今
月
号
か
ら
、
弊
誌
で
表
記
す
る
年
号
な
ど
の
数
字

を
従
来
の
漢
数
字
か
ら
原
則
と
し
て
算
用
数
字
に
変
更

し
ま
し
た
。
表
記
変
更
と
と
も
に
、
読
者
の
声
に
応
え

た
誌
面
の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
原
田
）

グラビア

地域づくり団体探訪
NPO法人 自然回復を試みる会 ビオトープ孟子
里山自然を活かした地域活性化 和歌山県海南市

地域トピックス　栃木県宇都宮市
まちのティールームが街づくり大学に 吉野清史

平成 23年度地域再生実践フォーラム
日本再生の担い手は地方に存在 財団法人地域活性化センター

首長の思い
「こでらえねぇまち」を目指して 穂積　志（秋田市長）

38

44

レギュラーリポート

46

●４月17日（火）
　藤岡市（群馬県）
　『藤岡市観光物産キャンペーン』
●４月24日（火）～25日（水）
　富士宮市観光協会（静岡県）
　『表富士ふじのみや観光物産展』
●４月26日（木）～27日（金）
　大野市（福井県）
　『越前おおの　名水楽座』

●５月１日（火）～２日（水）
　鴻巣市（埼玉県）
　『「花のまち　こうのす」鴻巣物産市』
●５月10日（木）～11日（金）
　御前崎市観光協会（静岡県）
　『夏だ！海だ！おいでよ　御前崎へ』
●５月17日（木）～18日（金）
　 かみのやまの観光と物産展実行委員会（山形
県）
　『温泉街かみのやまの名産・特産市』
●５月22日（火）～23日（水）
　山口県（山口県）
　『おいでませ山口館10周年記念フェア』

2012 -4

40 センター通信
36

午後のひととき

【
5
月
号
予
告
】

特
集
＝
「
自
治
会
・
町
内
会
の
活
性
化
」 

（仮）

（写真）
１ ２月２～３日ベリーHOT・HOTな真岡（もおか）の観
光物産展（栃木県）

２ ２月６～７日豊川市観光物産展（愛知県）
３ ２月８日おいでませ山口館　来館者100万人達成記念イ
ベント（山口県）

４ ２月10日落花生の郷やちまた物産展（千葉県）
５ ２月15～17日能登七尾特産品フェア～食と心のおもて
なし～（石川県）

1

2

41

47

48

「日本で最も美しい村」に学ぶ

都道府県漫遊　　　　【岡山県】
手前みそですが…　　【滋賀県長浜市】

第16回ふるさとイベント大賞表彰式・
平成 23年度地域再生実践フォーラム開催

32
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